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本書の内容

本書には、 以下の情報が掲載されています。 

1    ク イ ッ ク ・ ス ター ト

この章では、 シグナル ・ アナラ イザの初期化方法および信号の表示方法を説明し ます。

2    フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの機能

フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルのキーの機能および表示注釈については、 本章を参照し て く だ さい。

3    測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム

この章では、 Microsoft Windows XPの設定と、 Agilent測定器ソ フ ト ウ ェ アで使用される設定について説明  

し ます。 

4    Microsoft Windows XPの使用

この章では、 Microsoft Windows XPの主要機能と シグナル ・ アナラ イザを組み合わせて使用するための指  

針を提供し ます。

5    ト ラ ブルシューテ ィ ング

この章では、 シグナル ・ アナラ イザやMicrosoft Windows XPで直面する問題を解決するための基本的な手  

順を詳細に説明し ます。



保証

Agilent Technologiesの本測定器製品は、 部品不良および製造上の不具合について、 出荷日から1年間保証さ 

れています。 保証期間中に製品の不具合が判明し た場合は、Agilent Technologiesは修理または交換の う ち妥  

当と判断し た方を行います。

本製品に関する保証サービスまたは修理を受けるには、 Agilent Technologiesが指定するサービス施設に製 

品を返送し ていただ く 必要があ り ます。 Agilent Technologiesへの送料は購入者が支払い、購入者に製品を返  

送するための送料はAgilent Technologiesが支払う ものと し ます。 ただ し、 国外からAgilent Technologiesに製   

品を返送する場合は、 すべての送料、 関税、 税金を購入者が支払う ものと し ます。

コ ンプ ラ イアンス

本製品は、 一般に認められた業界標準に基づ く 設計と試験が行われ、 安全な状態で出荷されています。 操 

作を安全に行い、 製品を安全な状態に保つために、 ユーザはド キュ メ ン ト に記載された情報と警告を遵守

する必要があ り ます。

新情報の入手方法

ド キュ メ ン ト は定期的に更新されます。 本アナラ イザの 新情報 （フ ァームウ ェ ア ・ ア ッ プグレー ド、 ア 

プ リ ケーシ ョ ン情報、 製品情報など） については、 以下のURLを参照し て く だ さい。

http://www.agilent.co.jp/find/pxa 
http://www.agilent.co.jp/find/mxa 
http://www.agilent.co.jp/find/exa 
http://www.agilent.co.jp/find/cxa

新ア ッ プデー ト を電子メ ールを受け取るには、 電子計測UPDATEにご登録 く だ さい。

http://www.agilent.co.jp/find/emailupdates

アナラ イザの損傷を防ぐための方法については、 以下を参照し て く だ さい。

http://www.agilent.co.jp/find/tips

ご使用の製品のソ フ ト ウ ェ アは 新版ですか? 

Agilentでは、 既知の不具合を修正し、 製品の機能拡張を組み込むために、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト を

定期的に リ リース し ています。 ご使用の製品のソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト を検索するには、 Agilentテ ク 

ニカル ・ サポー ト のWebサイ ト をご覧 く だ さい。 

www.agilent.co.jp/find/techsupport

http://www.agilent.com/find/pxa
http://www.agilent.com/find/mxa
http://www.agilent.com/find/exa
http://www.agilent.com/find/exa
http://www.agilent.com/find/cxa
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Agilent Xシ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザ

入門ガイ ド
1
ク イ ッ ク ・ ス ター ト

このセク シ ョ ンでは、シグナル・アナラ イザの初期化方法と信号の表示方法を説明し ます。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 以下の ト ピ ッ ク スについて説明し ます。

「受入れ検査」 （10ページ）

「測定器の配置と ラ ッ ク ・ マウ ン ト の要件」 （11ページ）

「アナラ イザの電源を初めてオンにする場合」 （12ページ）

「ウ ィ ルス対策ソ フ ト と フ ァ イ ア ウ ォール」 （21ページ）

「測定器の電源投入時間の短縮」 （22ページ）

「測定器情報」 （23ページ）
9



1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
受入れ検査

輸送用カー ト ン と 緩衝材に圧力の痕跡がないかど う か検査し ます。 輸送用梱包材は、 後 

でアナラ イザを別の場所に輸送し た り 、サービ スのためにAgilentに返送し た り する場合

に備えて、 保管し ておいて く だ さい。

梱包内容の確認

アイテム 付属品 説明

入門ガイ ド 初の電源投入手順、 ラ イセンス情報、 オペ

レーテ ィ ング ・ システム情報、一般的なハー

ド ウ ェ ア情報を提供し ます。

ド キュ メ ン ト ・ デ ィ スク  全マニ ュ アル （サービ ス ・ マニ ュ アルを除

く ） のPDFフ ァ イル、 プログラ ミ ング ・ サン

プル ・ フ ァ イル、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ ノ ー ト

Agilent IOラ イブラ リ ・ 

デ ィ スク

PC と測定器との間のイ ン タ フ ェ ースを確立

／設定するためのソ フ ト ウ ェ ア

 光学式マウス 画面の メ ニ ュ ー選択 を 容易にす る 光学式

USBマウス

Xシ リーズ  
測定ガイ ド  

スペ ク ト ラム ・ アナ ラ イザ測定アプ リ ケー

シ ョ ン 

以下のシグナル ・ アナラ イザ用 ： 

N9030A PXAシグナル ・ アナラ イザ 

N9020A MXAシグナル ・ アナラ イザ  
N9010A EXAシグナル ・ アナラ イザ 

N9000A CXAシグナル ・ アナラ イザ 

電源ケーブル 測定器の電源の接続用
10 入門ガイ ド



ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
輸送時に問題が発生し た場合

輸送用梱包材に損傷があ る場合、 または梱包内容が不足し ている場合 ：

• 計測お役様窓口までお問い合わせ く だ さい。 
• 輸送用梱包材は運送業者の検査のために保管し ておいて く だ さい。

• アナラ イザをAgilent Technologiesに返送する場合は、 元の （または同等の） 輸送用 

梱包材を使用し て く だ さい。 「サービ スのためのアナラ イザの返送」 （113ページ） を

参照し て く ださ い。

測定器の配置と ラ ッ ク ・ マウン ト の要件

アナラ イザの配置

アナ ラ イ ザの側面にあ る フ ァ ン吸気口周辺 と 排気口周辺がふ さ がっていない こ と を確

認し て く だ さ い。 低で も約5 cmの隙間が必要です。 空気の流れが制限される と、 気流   

ノ イ ズが大き く な り 、 冷却用に十分な空気を取 り 込も う と し てフ ァ ンの回転速度が上が

り ます。 このため、 過度の可聴 ノ イ ズが発生し ます。

冷却と ラ ッ ク ・ マウン ト

アナラ イザを ラ ッ ク に搭載する際には、 左右に通気口があ る測定器の横に並べて配置し

ないで く だ さ い。 初の測定器か ら の排気の向きが2番目のユニ ッ ト の吸気口 と ずれて 

いる こ と を確認し て く だ さ い。 初の測定器か ら の加熱された空気が2番目の測定器に 

入る と 、 2番目のユニ ッ ト の動作温度が過度に上昇し、 測定器が破損するおそれがあ り

ます。 アナラ イザは、 空気を左側から取 り 込んで、 右側から排出し ます。

注意
本器をキャ ビネ ッ ト 内に設置する場合、製品内部と外部の間の通気を妨げ

ないよ う にし て く だ さい。 周囲温度 （キャ ビネ ッ ト 外部） は、 キャ ビネ ッ 

ト 内での消費電力100 Wあた り 4 °Cだけ製品の 大動作温度よ り も低 く な  

ければな り ません。 キ ャ ビネ ッ ト 内の全消費電力が800 W を超え る場合  

は、 強制空冷を使用する必要があ り ます。
入門ガイ ド 11



1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
アナラ イザの電源を初めてオンにする場合

アナラ イザの電源を初めて投入する場合は、 以下のいずれかの方法を用います。

• 「USBマウ ス を使ったアナラ イザの初期化」 （12ページ）

• 「フ ロ ン ト ・ パネルの メ ニ ュー選択を使用し たアナラ イザの初期化」 （17ページ）

USBマウスを使ったアナラ イザの初期化

注記
初めて電源を投入する と、 測定器は何度も電源が切れ、 再起動を繰り返し

ます。 これは、 初めてのイ ンス ト ール時にだけ発生し ます。

手順 操作 注記

1 マウスを接続し ます。 • マウスをアナラ イザのUSB 
ポー ト の1つに接続し ます。 

2 アナラ イザの電源を 

投入し ます。

a 電源ケーブルにすぐに手が

届 く 位置にアナラ イザを設

置し、 電源コー ド を差し込

みます。

b 電源ス イ ッ チ （アナラ イザ

のフ ロ ン ト ・ パネルの左下

コ ーナ） を押 し て、 アナ ラ

イザをオンにし ます。

Agilent Technologies画面に続い 

て、 オペレーテ ィ ング ・ システ

ムの選択画面が表示されます。

• 詳細については、 「測定器の配置と ラ ッ ク ・ マウン ト

の要件」 および 「電源条件」 （23ページ） を参照し て

く だ さい。

• アナラ イザの電源がオンになるのに 5 分以上かかり ま

す。 これは、 Windows XPのス ター ト ア ッ プ要件に左右 

されます。

• 現時点では、 測定器をオフに し てからセ ッ ト ア ッ プ ・

ウ ィ ザー ド を開始するのが安全です。

注意
セ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ド の起動後は、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ド が終了し てシステム

が再起動する前に、測定器をオフにし た り、電源を切り離し た り し ないで く だ さい。 測定 

器をオフにする と、 システムが破損され、 アプ リ ケーシ ョ ンが動作し な く なる可能性が

あ り ます。 
12 入門ガイ ド



ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
3 Microsoftセ ッ ト ア ッ プ ・ 

ウ ィ ザー ド を起動し ます。

• Microsoft Windows XP  
Professional を強調表示 し、

Enter を 押 し て プ リ イ ン ス

ト ールされているオペレー

テ ィ ング ・ システムを起動

し ます。 

注記
• アナラ イザは、 スター ト ア ッ プ•ウ ィ ザー ド が開始する前に以下のステ ッ プを実行します。

• Windows XPス ター ト ア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウ

• ブラ ッ ク ・ スク リーン

• ブルーのメ ッ セージ ・ ウ ィ ン ド ウ“Please wait while windows prepares to start”
• ブルー ・ スク リーン

• Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ダイアログ ・ ボ ッ クス“Please Wait”

4 Windows XP Professional 
のセ ッ ト ア ッ プ を開始し

ます。

• Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ 

ウ ィ ザー ド ・ ウ ィ ン ド ウが 

表示されたら、Nextを ク リ ッ

ク し ます。

• 使用許諾契約書ウ ィ ン ド ウが表示されます。

5 使用許諾契約書 （EULA） 

に同意し ます。

• カー ソルを合わせて、 マウ

スの左ボ タ ン を 使用 し て、

Windows XPの使用許諾契約 

書の条件に同意し ます。

• Windows XPのイ ンス ト ールと設定を続行するには、 

この契約書に同意する必要があり ます。 

この契約書に同意し ないと アナラ イザがシャ ッ ト ダ

ウ ン し、 次 回 ア ナ ラ イ ザ を オ ン に し た と き に

Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ドが 初の画面 

から始ま り ます。

手順 操作 注記
入門ガイ ド 13



1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
6 システムの日付と時刻を

設定し ます。

a カーソルを位置付け、 マウ

スの左ボ タ ン を使用 し て、

日付と時刻設定画面を移動

し ます。

b Nextを ク リ ッ ク し ます。

注記
時刻と日付画面を確定する と、 Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ドが再開し、 アナラ 

イザが2、 3度再起動し ます。 初の再起動後に、 以下のウ ィ ン ド ウが表示されます。 

c OKを ク リ ッ ク し ます。

後の再起動の前に、 以下のウ ィ ン ド ウが表示されます。

手順 操作 注記
14 入門ガイ ド



ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
アナラ イザを再起動する と、 以下のメ ッ セージが表示されます。

“Do not show this message again”チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入れないと、 アナラ イ     

ザの電源を入れるたびに、このメ ッ セージが表示されます。 このメ ッ セージが表示されて 

いる間は、 アプ リ ケーシ ョ ンは開始されません。

続行する前に、 ウ ィ ルス対策メ ッ セージをよ く 読んで、 適切な対策を決定し て く ださい。

7 ウ ィ ルス対策メ ッ セージ 

をオフにし ます。

• チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、

Continueを ク リ ッ ク し ます。

8 起動時にプ リ ロー ド する

アプ リ ケーシ ョ ン を設定

し ます。

5個以上のアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし た場合、以下のウ ィ ン ド ウが表示される こ

とがあ り ます。

プ リ ロー ド し たいアプ リ ケーシ ョ ンを選択し、 OKを ク リ ッ ク し ます。

手順 操作 注記
入門ガイ ド 15



1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
9 イ ンス ト ールを確認し 

ます。

a 測定器のSystem、 Show、 

Systemを押し ます。

b 購入し たアプ リ ケーシ ョ ン

がリ ス ト に表示されている

こ と を確認し ます。

• さ らにサポー ト が必要な場合は、 Agilentサポー ト ・ 

チームまでお問い合わせ く だ さい。 

オン ラ イ ン ・ アシス タ ンス ： 
http://www.agilent.co.jp/find/assist

10 信号を表示し ます。 a Input/Output、 RF Calibrator、 

50 MHzを押し ます。

b AMPTD Y Scale、 10、 dBmを 

押し ます。

c FREQ Channel、 Center Freq、 

40、 MHzを押し ます。

d SPAN X Scale、50、MHzを押し  

ます。

• これによ り、50 MHzの内部信号がアナラ イザの入力に 

ルーテ ィ ングされます。

• 基準レベルを10 dBmに設定し ます。

50 MHzの基準信号がデ ィ スプレ イ上に表示されます。

手順 操作 注記
16 入門ガイ ド
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ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
フ ロン ト ・ パネルのメ ニュー選択を使用し たアナラ イザの初期化 

初期化プロセスでは、 以下のキーを使用し ます。

矢印キー Enter キー Tab キー Select キー

手順 操作 注記

1 アナラ イザの電源を 

投入し ます。

a 電源ケーブルにすぐに手が

届 く 位置にアナラ イザを設

置し、 電源コー ド を差し込

みます。

b 電源ス イ ッ チ （アナラ イザ

のフ ロ ン ト ・ パネルの左下

隅） を押 し て、 アナ ラ イザ

をオンにし ます。

Agilent Technologies画面に続い 

て、 オペレーテ ィ ング ・ システ

ムの選択画面が表示されます。

• 詳細については、 「測定器の配置と ラ ッ ク ・ マウン ト

の要件」 および 「電源条件」 （23ページ） を参照し て

く ださい。

• アナラ イ ザの電源がオンになるのに 5分以上かかり ま

す。 これは、 Windows XPのス ター ト ア ッ プ要件に左 

右されます。

• 現時点では、測定器をオフにし てからセ ッ ト ア ッ プ ・

ウ ィ ザー ド を開始するのが安全です。

注意
セ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ドの起動後は、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ド が終了し てシステム

が再起動する前に、 測定器をオフにし た り、 電源を切り離し た り し ないで く だ さい。 測

定器をオフにする と、 システムが破損され、 アプ リ ケーシ ョ ンが動作し な く なる可能性

があ り ます。 
入門ガイ ド 17



1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
2 Microsoftセ ッ ト ア ッ プ ・ 

ウ ィ ザー ド を起動し ます。

• Microsoft Windows XP  
Professional を強調表示 し、

Enter を 押 し て プ リ イ ン ス

ト ールされているオペレー

テ ィ ング ・ システムを起動

し ます。 

注記
• アナラ イザは以下のステ ッ プを順に実行し ます。

• Windows XPス ター ト ア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウ

• ブラ ッ ク ・ スク リーン

• ブルーのメ ッ セージ ・ ウ ィ ン ド ウ“Please wait while windows prepares to start”
• ブルー ・ スク リーン

• Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ダイアログ ・ ボ ッ クス“Please Wait”

3 Windows XP Professional 
のセ ッ ト ア ッ プを開始し 

ます。

• Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ 

ウ ィ ザー ド ・ ウ ィ ン ド ウが

表示された ら、 Enterを押し

ます。

• 使用許諾契約書ウ ィ ン ド ウが表示されます。

4 使用許諾契約書 （EULA） 

に同意し ます。

a Tabキーを押し て、 ラ イセン

ス契約書テキス ト ・ ボ ッ ク

スを選択し ます。

b 上向き と下向きの矢印キー

を使用し て、 使用契約書を

スク ロールし て く ださい。

c Tabキーを押し て、使用契約

同意チ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク スを

強調表示し ます。

d 矢印キーを使用し て、 使用

契約に同意し ます。

e Tabキーを押し て、 ナビゲー

シ ョ ン ・ボタ ン  (Back、Next) 
を強調表示し ます。

f 矢印キーを使用し て、 Next
を強調表示し ます。

g Enterを押し ます。

• Windows XPのイ ンス ト ールと設定を続行するには、 

この契約書に同意する必要があ り ます。 

この契約書に同意し ない と アナラ イザがシ ャ ッ ト ダ

ウン し、次回アナラ イザをオンにし た と きにWindows
XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ド が 初の画面から始ま

り ます。

手順 操作 注記
18 入門ガイ ド



ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
5 システムの日付と時刻を 

設定し ます。

a Tab キーを押して日付と時刻

設定画面のア イ テム間を移

動し ます。

b 左向き と 右向きの矢印キー

を使用 し て、 日付ア イ テム

と 時刻ア イ テムの間を移動

し ます。

c 上向き と 下向きの矢印キー

を使用 し て、 各ア イ テムの

値をスク ロールし ます。

d Spaceキーを使用し て、 
“Automatically adjust clock for   
daylight saving changes!”  

チ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス を選択

またはク リ ア （ア ク テ ィ ブ

なアイテムの場合） し ます。

e Enterを押すか、 Tabを押し て

から Enterを押し て、Windows
XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー

ド を続行し ます。

注記
時刻と日付画面を確定する と、 Windows XPセ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ザー ドが再開し、 アナラ 

イザが2、 3度再起動し ます。 初の再起動後に、 以下のウ ィ ン ド ウが表示されます。 

• Enterを押し ます。

後の再起動の前に、 以下のウ ィ ン ド ウが表示されます。

手順 操作 注記
入門ガイ ド 19



1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
注記
アナラ イザを再起動する と、 以下のメ ッ セージが表示されます。

“Do not show this message again”チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入れないと、 アナラ イ     

ザの電源を入れるたびに、 このメ ッ セージが表示されます。 このメ ッ セージが表示され

ている間は、 アプ リ ケーシ ョ ンは開始されません。

続行する前に、 ウ ィ ルス対策メ ッ セージをよ く 読んで、 適切な対策を

決定し て く だ さい。

6 ウ ィ ルス対策メ ッ セージ 

をオフにし ます。

a Selectを押し てチェ ッ ク・ ボッ

クスを選択し、 Enterを押し て

続行し ます。

7 起動時にプ リ ロー ド する

アプ リ ケーシ ョ ン を設定

し ます。

5個以上のアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし た場合、以下のウ ィ ン ド ウが表示される こ

とがあ り ます。

a Tabキーを使用し、 Selectを押し て、 プ リ ロー ド するアプ リ ケーシ ョ ンを選択し ます。

b Enterを押し ます。

手順 操作 注記

注記
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ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
ウ ィ ルス対策ソ フ ト と フ ァ イアウォール

アナラ イザにはウ ィ ルス対策ソ フ ト が付属し ていません。 アナラ イザをLANに接続し て 

いる場合は、 ウ ィ ルス対策ソ フ ト を イ ン ス ト ールし て く だ さい。 社内IT部門のア ド バイ 

ス を受けて く だ さい。 

アナラ イザは、Windows XPのフ ァ イ ア ウ ォールを有効にし た状態で出荷されています。 

アナラ イザのオペレーテ ィ ング ・ システムに問題が生じ るおそれがあ るので、 デフ ォル

ト のネ ッ ト ワーク設定を変更し ないで く だ さい。

8 イ ンス ト ールを確認し 

ます。

a System、 Show、 Systemを押

し ます。

b 購入し たアプ リ ケーシ ョ ン

がリ ス ト に表示されている

こ と を確認し ます。

• さ らにサポー ト が必要な場合は、 Agilentサポー ト ・

チームまでお問い合わせ く ださい。 

オン ラ イ ン ・ アシス タ ンス ： 
http://www.agilent.co.jp/find/assist

9 信号を表示し ます。 a Input/Output、 RF Calibrator、  

50 MHzを押し ます。

b AMPTD Y Scale、 10、 dBmを押  

し ます。

c FREQ Channel、 Center Freq、  

40、 MHzを押し ます。

d SPAN X Scale、50、MHzを押し  

ます。

• これによ り、50 MHzの内部信号がアナラ イザの入力 

にルーテ ィ ングされます。

• 基準レベルを10 dBmに設定し ます。

50 MHzの基準信号がデ ィ スプレ イ上に表示されます。

手順 操作 注記
入門ガイ ド 21
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1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
測定器の電源投入時間の短縮

測定器のデス ク ト ッ プに、 測定器の電源投入設定を制御でき るConfigureApplications. 
exeアプ リ ケーシ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト があ り ます。 通常実行する アプ リ ケーシ ョ ン 

だけをプ リ ロー ドする よ う に設定でき ます。 これによ り 、 測定器の電源投入にかかる時 

間を大幅に短縮でき ます。 以下を押すこ と によ り 、 こ の機能にア ク セスする こ と も でき 

ます ： System、 Power On、 Configure Applications。

プ リ ロー ド し なかったアプ リ ケーシ ョ ンに電源投入後にア ク セ スする場合は、 アプ リ

ケーシ ョ ンの ソ フ ト キーを押し てから表示される までの時間が少し長 く な り ます。 こ の 

よ う に時間が長 く な るのは、 電源投入後の 初のア ク セスの時だけです。 初のア ク セ 

ス後のモー ド （アプ リ ケーシ ョ ン） 切 り 替えの動作速度は、 アプ リ ケーシ ョ ン をプ リ

ロード し た場合と 同じです。
22 入門ガイ ド



ク イ ッ ク ・ ス ター ト 1
測定器情報

電源条件

Agilentシグナル ・ アナラ イザの物理的設置に必要な こ と は、電源を接続する こ と だけで

す。 電源電圧を選択する必要はあ り ません。 

本器にはユーザ交換可能な ヒ ューズはあ り ません。

警告
本器は安全ク ラス1の製品 （電源ケーブルに感電防止用アースを装備） で

す。 電源プ ラグは必ず、 感電防止用アース端子を備えたコ ンセン ト に挿入 

し て く だ さ い。 製品内部または外部のアース導線がつながっ ていない と、 

製品による危険が生じ るおそれがあ り ます。 意図的に接続し ないこ とは禁 

止されています。 （IEC 348 clauses 17.3.3cおよび17.3.4）

アナラ イザを正し く アース し ないと、 怪我のおそれがあ り ます。 アナラ イ 

ザの電源をオンにする前に、 感電防止用アース端子を電源ケーブルの感電

防止用アース線に接続し て く だ さ い。 電源プ ラグは必ず、 感電防止用アー 

ス端子を備えたコ ンセン ト に挿入し て く だ さい。 感電防止用アース線を持 

たない延長ケーブル、 電源ケーブル、 オー ト ト ラ ンスなどを使用する こ と

は避けて く だ さい。

注意
本製品は、 IEC 61010 Second Editionに基づ く イ ンス タ レーシ ョ ン ・ カ テゴ   

リ IIおよびIEC 664に基づ く 汚染度2で使用するよ う に設計されています。  
測定器にはオー ト レンジ電源電圧入力があ り ます。 電源電圧が指定された 

範囲内にある こ と を確認し て く ださい。

主電源の配線と コネク タは、施設電気系統で用いられる コネク タ と互換性

がなければな り ません。 正しいコ ンポーネン ト を使用し ていないこ とによ 

る不適切なアースは、 製品の損傷や深刻な怪我の原因と な り ます。
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1 ク イ ッ ク ・ ス ター ト
AC電源ケーブル

本器には、 国際安全規格に適合する 3極電源ケーブルが付属し ています。 こ のケーブル 

は、 適切な電源コ ンセン ト に接続された場合にアナラ イザのキ ャ ビネ ッ ト をアース し ま

す。 本器には送付先の地域に合わせた電源ケーブルが同梱されています。 以下を参照し  

て く だ さ い。

 http://www.agilent.co.jp/find/powercords

測定器の保守

測定器の清掃

コネク タの清掃

コネ ク タ をアルコールで清掃する場合は、 測定器の電源ケーブルを取 り 外し て、 通気の

よ い場所で行っ て く だ さ い。 残留アルコール分が完全に蒸発し、 蒸気がな く な る まで 

待ってから、 測定器に電力を供給し て く だ さい。

注意
必ず本器に付属する3極AC電源ケーブルを使用し て く だ さい。 このケーブル 

を使用せず、 アースが不十分な場合、 製品の損傷を招 く おそれがあ り ます。

警告
本製品を指定された以外の方法で使用する と、機器の保護機構が損なわれる

おそれがあり ます。 本製品は必ず、 正常な条件 （すべての保護機構が有効な 

状態） で使用し て く だ さい。 

測定器を設置する際には、着脱式電源ケーブルがオペレータから容易に認識

でき、 すぐに手が届 く よ う に設置し て く だ さい。 着脱式電源ケーブルは、 本 

測定器の断路装置です。 これは測定器の他の部品の前で電源回路を電源か 

ら切り離す役割を果た し ます。 フ ロン ト ・ パネルのスイ ッ チはス タ ンバイ ・ 

ス イ ッ チです。 電源ス イ ッ チではあ り ません。 別の方法と し て、 外部のス 

イ ッ チまたはサーキ ッ ト ・ ブレーカ （オペレータから容易に認識でき、 すぐ

に手が届 く もの） を断路装置と し て使用する こ と もできます。

警告
感電事故を防ぐため、清掃の前にはシグナル・ アナラ イザを主電源から切り

離し て く だ さい。 乾いた布または水でわずかに湿らせた布を使って、外装を 

清掃し て く だ さい。 内部は清掃し ないで く だ さい。
24 入門ガイ ド
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バッ テ リ情報

アナラ イザは、 CPUボード に配置された リ チウ ム電池を使用し ます。 これは、 オペレー 

タが交換可能な部品ではあ り ません。 「サービ スのためのアナラ イザの返送」 （113ペー

ジ） を参照し て く だ さい。 交換部品は、 Agilent Technologiesが承認または供給する部品  

でなければな り ません。

測定器のサービ ス ・ ド キ ュ メ ン ト を計測お客様窓口にオーダでき ます。 

警告
イ ソ プロピル ・ アルコールは、 熱、 火花、 火炎の近 く に置かないで く だ さ

い。 厳重に密閉された容器で保管し て く だ さ い。 イ ソ プロピル ・ アルコー  

ルは可燃性の高い物質です。 火事にな っ た場合は、 アルコール泡消化剤、 

粉末薬品または二酸化炭素を使用し て く だ さい。 水では消火できない場合

があ り ます。 

 

イ ソ プロピル ・ アルコールは通気のよい場所で使用し、 目、 皮膚、 衣類に

触れないよ う にし て く だ さい。 皮膚のかぶれや目の損傷を引き起こす場合 

があ り ます。 また、 吸飲／吸入する と有害です。 皮膚を通し て吸収し た場 

合には、 害が生じ るおそれがあり ます。 使用後は、 よ く 洗って く だ さい。 

 

こぼし た場合には、 砂や土に吸収させて く だ さい。 こぼし た場所を水で洗 

い流し て く だ さい。

イ ソ プロピル ・ アルコールは、 該当する連邦、 州、 地域の環境規制に従っ

て廃棄し て く だ さい。

警告
バッ テ リ を正し く 交換し ないと、 爆発のおそれがあ り ます。 必ず同一また 

は推奨される同等種類のものと交換し て く だ さい。 使用済みのバッ テ リ を 

廃棄する際には、 メ ーカの指示に従って く だ さい。 

 

バッ テ リは一般ゴ ミ でな く 、 小形化学廃棄物と し て廃棄し て く だ さい。
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静電放電に対する保護

静電放電 （ESD） は、 電子部品の損傷や破壊を招 く おそれがあ り ます （ESDによ る目に

見えない損傷は、 コ ンポーネン ト の輸送、 保管、 使用のあ ら ゆる場面で起こ る可能性が

あ り ます）。

テス ト 機器とESD

テス ト 機器使用中のESDによ る損傷を防ぐには ： 

• 同軸ケーブルを一日の 初にアナラ イザに接続する際には、 ケーブルの中心導体 と

外部導体を一度短絡させて く だ さい。

• コ ネ ク タの中心ピ ンに触れる際、 およびアナラ イザか ら アセンブ リ を取 り 外す際に

は、 1 MΩの抵抗で絶縁し た リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プで作業者の体をアースする必要があ 

り ます。

• 静電気の蓄積を防ぐため、 すべての機器を正し く アース し て く だ さい。

• コ ンポーネン ト やアセンブ リ の操作は、 静電気防止作業台の上で行って く だ さい。

• 静電気を発生する材料は、すべてのコ ンポーネン ト から少な く と も1 m離し ておいて 

く だ さい。

• コ ンポーネン ト の保管や輸送の際には、 静電気遮蔽容器を使用し て く だ さい。

• プ リ ン ト 基板アセンブ リ は必ず縁を持って取 り 扱って く だ さい。 これは、ESDによ る 

コ ンポーネン ト の損傷と 、 めっ きの汚染を避ける ためです。

ESDに関する詳細情報

ESD と 、 ESD に よ る 損傷 を 避け る 方法の詳細につい て は、 Electrostatic Discharge 
Association （http://www.esda.org） に問い合わせて く だ さい。 この機関が開発し たESD 
規格は、 ANSI (American National Standards Institute) によ って承認されています。

警告
電圧が500 Vよ り高い回路を操作する際には、 以下の 初の3つの方法は使 

用し ないで く だ さい。
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2
フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの

機能

こ のセ ク シ ョ ンでは、 以下の機能について説明し ます。

「フ ロ ン ト ・ パネルの機能」 （28ページ）

「表示注釈」 （35ページ）

「 リ ア ・ パネル機能」 （37ページ）

「フ ロ ン ト ・ パネル と リ ア ・ パネルの記号」 （40ページ）
27



2 フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの機能
フ ロン ト ・ パネルの機能

アイテム

説明

# 名前

1 メ ニュー ・ キー 各メ ニュー ・ キーの現在の機能を示すために、 キーの左側にキー ・ ラベルが表

示されます。 表示される機能は現在選択し ているモー ド と測定に依存し、 直前 

に押し たキーに直接関連し ます。

2 アナラ イザ ・ セ ッ ト ア ッ

プ ・ キー

これらのキーは、 現在のモー ド と測定で測定の実行に使用するパラ メ ータ を設

定し ます。

3 測定キー これらのキーで、 モー ド と、 モー ド 内の測定を選択し ます。 測定の開始と繰り 

返し回数も制御し ます。

4 マーカ ・ キー マーカは、 現在の測定データのレンジ内にある特定のポイ ン ト ／セグ メ ン ト の

データ を表示するために使用できます。

5 ユーテ ィ リ テ ィ ・ キー これらのキーは、 以下のよ う なシステム全体の機能を制御し ます。

•  測定器の設定情報と I/Oセ ッ ト ア ッ プ

•  プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ と印刷

•  フ ァ イルの管理、 保存、 呼び出し

•  測定器のプ リ セ ッ ト

6 プローブ ・ パワー 外部高周波プローブ と アクセサリ に対する電力を供給し ます。

7 ヘ ッ ド フ ォ ン出力 ヘ ッ ド フ ォ ンは、 利用可能なオーデ ィ オ出力を聞 く ために使用できます。

8 バッ クスペース ・ キー 英数字情報を入力する際には、 このキーを押し て前の文字を削除し ます。 ヘル 

プ ・ ウ ィ ン ド ウとExplorerウ ィ ン ド ウではバッ ク ・ キーと し ても機能し ます。

9 削除キー このキーは、 フ ァ イルの削除やその他の削除作業を実行するために押し ます。
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10 USBコネク タ 標準USB 2.0ポー ト 、 タ イ プA。 マウス、 キーボー ド、 DVD ド ラ イ ブ、 ハー ド ド 

ラ イブなどの外部周辺機器に接続し ます。

11 Local/Cancel/(Esc) 　  

キー

リ モー ト 操作になっている場合は、 Localを押すと、 

• 測定器の制御がリ モー ト から ローカル （フ ロン ト ・ パネル） に戻り ます。 
• デ ィ スプレ イがオンにな り ます （リ モー ト 操作のためオフになっていた 

場合）。 
• エラーを ク リ アできます （キーを1回押すと ローカル制御に戻り ます。 

2回目を押すと エラー ・ メ ッ セージ行を ク リ ア し ます）。

単位またはEnterキーをまだ押し ていない場合は、 Cancelを押すと、 値を変更せ

ずに現在選択し ている機能を終了し ます。

Escの機能は、 PCキーボー ドの場合と同じ です。 Escを押し て、 

• Windowsダイアログを終了し ます。

• エラーを ク リ ア し ます。

• 印刷を中止し ます。

• 操作をキャ ンセルし ます。

12 RF入力 外部信号の入力用コネク タ。 アナラ イザに入力されるすべての信号のパワーの

総和は+30 dBm (1 W) を超えないよ う にし て く だ さい。

13 テンキー 現在の機能に対し て特定の数値を入力し ます。 入力は、 デ ィ スプレ イの左上の 

測定情報エ リ アに表示されます。

14 Enterキーと矢印キー 測定単位が不要な場合、 またはデフ ォル ト の単位を使用する場合に、 Enterキー

でデータ入力を終了し ます。

矢印キーを使用し て、

• 現在の測定選択の値を増減し ます。

• ヘルプ項目を移動し ます。

• Windowsダイアログ内で移動、 または選択を行います。

• 測定のセ ッ ト ア ッ プに使用する フ ォーム内を移動し ます。

• 表内を移動し ます。

矢印キーを、 デ ィ スプレ イでマウス ・ ポイ ン タ を移動する

ために使用する こ とはできません。

15 Menu/ (Alt) キー Altの機能はPCキーボー ドの場合と同じ です。 Windowsプルダウン ・ メ ニューで 

制御フ ォーカスを変更するために使用し ます。

16 Ctrlキー Ctrlの機能はPCキーボー ド の場合と同じ です。 Windowsアプ リ ケーシ ョ ン内の 

移動、 またはリ ス ト の複数アイテムの選択に使用し ます。

17 選択／スペース ・ キー 選択キーは、 スペース ・ キーでもあ り ます。 キーには通常のPC機能があ り ます。

例えば、 Windowsダイアログで、 フ ァ イルの選択、 チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスのチ ェ ッ

ク と チ ェ ッ ク解除、 ラジオ ・ ボタ ン選択を実行し ます。 強調表示されたヘルプ ・ 

ト ピ ッ ク を開きます

18 タ ブ ・ キー Windowsダイアログ内のフ ィ ールド間の移動に使用し ます。

19 ノ ブ 現在のア ク テ ィ ブ機能の値を増減し ます。

20 リ ターン ・ キー 現在のメ ニューを終了し、前のメ ニューに戻り ます。 通常のPC機能があ り ます。

アイテム

説明

# 名前

注記
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キー ・ タ イプの概要

FREQ Channel、 System、 Marker Functionsなど と記されたキーは、 すべてフ ロ ン ト ・  

パネル ・ キーの例です。 

ダーク ・ グレーまたはラ イ ト ・ グレーのキーを押すと、 ほ と んどの場合、 デ ィ スプレ イ

の右端に沿って機能の メ ニ ューが表示されます。 これら の表示される キー ・ ラベルは、

メ ニュー ・ キーと 呼ばれる キーの列の横にあ り ます。

21 全画面キー 格子線表示領域を 大化するために、 このキーを押し てソ フ ト キーをオフにし

ます。

通常表示を復元するには、 このキーを再度押し ます。

22 ヘルプ ・ キー 現在のモー ド のコ ンテキス ト 依存ヘルプの表示を開始し ます。 ヘルプが表示さ 

れている場合、 フ ロン ト ・ パネル ・ キーを押すと、 そのキー機能に対するヘル

プ項目が表示されます。

23 スピーカ制御キー スピーカの音量の増減や、 ミ ュー ト 設定が行えます。

24 ウ ィ ン ド ウ制御キー これらのキーによ り、 単一ウ ィ ン ド ウ表示または複数ウ ィ ン ド ウ表示を選択し

ます。 現在のウ ィ ン ド ウをデー タ 表示一杯に拡大するか、 現在選択 し ている 

ウ ィ ン ド ウを変更し ます。 ヘルプ ・ ウ ィ ン ド ウのナビゲーシ ョ ン枠と項目枠の 

切り替えに使用できます。

25 電源ス タ ンバイ／オン アナラ イザをオンに し ます。 緑のラ イ ト は電源オン を示し ます。 黄色のラ イ ト   

はス タ ンバイ ・ モー ド を示し ます。

フ ロン ト ・ パネルのスイ ッ チはス タ ンバイ ・ スイ ッ チで

あ り、電源スイ ッ チ （断路装置） ではあ り ません。 スイ ッ 

チがス タ ンバイ位置にある間も、 アナラ イザは電力を消

費し ています。  
 

電源ケーブルをシステム断路装置と し て使用する こ とが

できます。 電源ケーブルは、 電源回路を電源から切り離 

す役割を し ます。

26 Q Input 差動モー ド時のQチャネルの入力ポー ト 。*

27 Q Input シングル ・ モー ド または差動モー ドの場合のQチャネルの入力ポー ト 。 *

28 I Input 差動モー ド時のIチャネルの入力ポー ト 。 *

29 I Input シングル ・ モー ド または差動モー ドの場合のIチャネルの入力ポー ト 。 *

30 Cal Out I、 I、 Q、 Q入力およびこれらの入力で使用されているプローブの校正用の出力

ポー ト 。 *

* LED のステータ スは、 ポー ト の現在の状態がア ク テ ィ ブ （緑） であるか、 未使用 （暗黒） であるかを示し ます。

アイテム

説明

# 名前

注記
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メ ニュー ・ キーは、 後に押されたフ ロ ン ト ・ パネル ・ キーに基づいて機能を表示し ま

す。 これらの機能は、 測定アプ リ ケーシ ョ ン （Mode） と 測定 （Meas） の現在の選択に

も依存し ます 

メ ニ ュー ・ キー機能の数値を変更でき る場合は、 ア ク テ ィ ブ機能 と呼びます。 ア ク テ ィ  

ブ機能のキーを選択する と、 その機能の ラベルが強調表示されます。 例えば、 AMPTD
Y Scaleを押す と 、 関連する振幅機能の メ ニ ューが表示されます。Ref Level （Amplitude   
メ ニ ューのデフ ォル ト 選択キー） と い う 機能が強調表示 さ れています。 Ref Levelは、 

ディ ス プレ イ の左上の測定情報エ リ アに も表示さ れま す。 表示された値は、機能が選択さ  

れていて、 その値がデータ入力コ ン ト ロールを使って変更可能であ る こ と を示し ます。

一部の メ ニ ュー ・ キーには、 On/Off、 Auto/Man、 Log/Linなど （上を参照） 、 ラベル

に複数の選択肢があ り ます。 別の選択肢を選択するには、 キーを複数回押し ます。 例え  

ば、 Auto/Man タ イ プのキーです。 機能を選択する には、 メ ニ ュー ・ キーを押 し ます。 

Autoに下線が表示され、 キーが強調表示されます。 機能を手動に変更するには、 キーを 

再度押し てManに下線が表示される よ う にし ます。 キーに3つ以上の設定があ る場合は、 

必要な選択に下線が表示される までキーを押し続けます。 
入門ガイ ド 31



2 フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの機能
メ ニ ューを初めて表示する と 、 デフ ォル ト 選択のキーであ る こ と を示すため、 1個の

キー・ ラベルが強調表示されます。Marker Functionを押し た場合は、Marker Function  
Offキーがデフ ォル ト ・ キーなので強調表示されます。 

一部の メ ニ ュー ・ キーは、 左側のキーの後ろを走る黄色のバー、 またはキー ・ グループ

の周囲の黄色の境界線に よ っ て グループ化 さ れてい ます。 黄色の領域内にあ る キー

（Marker Noiseなど） を押す と、キーが選択された こ と を示すため、強調表示がそのキー 

に移動し ます。 リ ン ク されている キーは関連機能で、常に選択でき る キーはその う ち1つ 

だけです。 例えば、 マーカは1つのマーカ機能だけをア ク テ ィ ブにでき ます。 こ のため、  

別の機能を選択し た場合は、前の選択がオフにな り ます。 現在の メ ニューが2ページに渡 

る場合、黄色のバーまたは境界線には2ページ目のキーも含まれている可能性があ り ます。

一部のキー ・ メ ニ ューでは、 複数の使用可能な選択肢から どのキーが選択されているか

を示すため、 キー ・ ラベルが強調表示されます。 その他のキーのいずれかを押す と 、 メ  

ニ ューが即座に終了し ます。 例えば、 Select Traceキー （Trace/Detector メ ニュー） を 
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押すと 、独自のキー・ メ ニューが表示されます。Trace 1キーが強調表示されます。Trace 
2キーを押すと 、 そのキーに強調表示が移動し、 画面がTrace/Detector メ ニューに戻 り

ます。

表示されたキー・ ラベルに、右向きの、小さい黒塗 り の矢印の先が示されている場合は、

追加のキー ・ メ ニ ューが使用でき る こ と を示し ます。 矢印の先が黒塗 り でない場合、 初 

めてキーを押すと、 その機能が選択されます。矢印が黒塗 り にな り 、再度キーを押す と、

追加の設定 メ ニ ューが表示されます。
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フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの機能 2
表示注釈

こ のセ ク シ ョ ンでは、 スペク ト ラ ム ・ アナラ イザ測定アプ リ ケーシ ョ ンの画面に示され

る表示注釈について説明し ます。 測定アプ リ ケーシ ョ ンのモード によ って注釈に違いが 

あ り ます。

アイ
テム 

説明 フ ァ ン クシ ョ ン ・ キー 

1 測定バー ： 一般的な測定の設定と情報を示し ます。

単発／連続測定を示し ます。

一部の測定には、 デー タのテス ト の基準と なる リ ミ ッ

ト が含まれます。 合否イ ンジケータは、測定バーの左下 

に表示されます。

フ ロン ト ・ パネルのAnalyzer Setup部 

のすべてのキー

2 アク テ ィ ブ機能 （測定バー） ： 現在のアク テ ィ ブ機能に

設定可能な数値がある場合は、 こ こに表示されます。

現在選択し ている フ ロン ト ・パネル・

キー

3 バナー ： 現在実行中の選択し たアプ リ ケーシ ョ ンの名

前を示し ます。

Mode

4 測定タ イ ト ル ： 現在の測定のタ イ ト ル情報、 または測

定用に作成し たタ イ ト ルを示し ます。

Meas

View/Display、 Display、 Title
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2 フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの機能
5 設定パネル ： アプ リ ケーシ ョ ン固有でないシステム情

報を表示し ます。

• 入力／出力ステータ ス ：緑色のLXIは、LANが接続さ

れている こ と を示し ます。 RLTSは、 Remote、 Listen、 

Talk、 SRQを表し ます。

• 入力イ ンピーダンス と結合

• 振幅補正状態

• 周波数基準選択 
• 自動内部アラ イ メ ン ト ・ ルーチンの設定

LocalおよびSystem, I/O Config

Input/Output、 Amplitude、 System、 

その他

6 アク テ ィ ブ ・ マーカの周波数、 振幅、 または機能の値 Marker

7 設定パネル ： 時刻と日付表示 System、 Control Panel

8 ト レース／デ ィ テ ク タ情報 Trace/Detector、 

Clear Write (W) Trace Average (A) 　  

Max Hold (M) Min Hold (m) 　  

Trace/Detector、 

More、  
Detector、  
Average (A) Normal (N) Peak (P) 　  

Sample (S) Negative Peak (p) 　

9 直前に押し たキーに基づいて変化するキー ・ ラベル ソ フ ト キー

10 情報 メ ッ セージ、 警告 メ ッ セージ、 エ ラー ・ メ ッ セー

ジ を表示し ます。 メ ッ セージ領域 ： 単発イベン ト 、 ス 

テータ ス領域 ： 条件

System、 Show、 Errors

11 格子線領域に現在表示中のデータの測定設定。 上の例： 

中心周波数、 分解能帯域幅、 ビデオ帯域幅、 周波数ス

パン、 掃引時間、 掃引ポイ ン ト 数

フ ロン ト ・ パネルのAnalyzer Setup部 

のキー

アイ
テム 

説明 フ ァ ン クシ ョ ン ・ キー 
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リ ア ・ パネル機能

PXA、 MXA、 EXA （オプシ ョ ンPC2搭載） 

EXA

CXA
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アイテム

説明
# 名前

1 EXT REF IN 外部周波数基準信号の入力 ：

PXA ： 1～50 MHz
MXA ： 1～50 MHz 
EXA ： 10 MHz
CXA ： 10 MHz

2 GPIB リ モ ー ト ・ ア ナ ラ イ ザ操作に使用 で き るGeneral Purpose Interface Bus   
（GPIB、 IEEE 488.1） 接続 

3 USBコネク タ USB 2.0ポー ト 、 タ イプB。 USB TMC （test and measurement class） を外部PC     
コ ン ト ローラに接続し て測定器を制御。 480 Mbpsリ ン クのデータ転送用

4 USBコネク タ 標準USB 2.0ポー ト 、 タ イプA。 マウス、 キーボー ド、 プ リ ン タ、 DVD ド ラ 

イブ、 ハー ド ド ラ イブなどの外部周辺機器に接続し ます。

5 MONITOR 外部VGAモニ タの接続が可能 

6 LAN リ モー ト ・ アナラ イザ操作に使用するためのTCP/IPイ ン タ フ ェース 

7 電源入力 AC電源ラ イ ン接続。 詳細については製品仕様を参照し て く ださい。

8 リムーバブル・デ ィ

スク ・ ド ラ イブ

PXA/MXAに標準装備。 EXAではオプシ ョ ン。

9 デジ タル ・ バス 将来用に確保

10 アナログ出力 PXAオプシ ョ ンYAV ：

Screen Video
Log Video
Linear Video

PXAオプシ ョ ンEMC ：

Demod Audio

11 TRIGGER 2 OUT 他のテス ト 機器をアナラ イザと同期するために使用する ト リ ガ出力  
Input/Outputキーから設定可能

12 TRIGGER 1 OUT 他のテス ト 機器をアナラ イザと同期するために使用する ト リ ガ出力 

Input/Outputキーから設定可能

13 Sync 将来のための予備

14 TRIGGER 2 IN 測定の外部 ト リ ガを可能にし ます。

15 TRIGGER 1 IN 測定の外部 ト リ ガを可能にし ます。
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16 Noise Source Drive  
+28 V (Pulsed)

Agilent 346A/346B/346C ノ イズ ・ ソース用

17 SNS Series Noise  
Source

Agilent N4000A/N4001A/N4002Aスマー ト ・ ノ イズ ・ ソース (SNS) 用

18 10 MHz OUT アナラ イザの内部10 MHz周波数基準信号の出力。 他のテス ト 機器の周波数  

基準をアナラ イザにロ ッ クするために使用し ます。 

19 Preselector Tune  
Out

将来のための予備

20 Aux IF Out PXAオプシ ョ ン ：

CR3 Second IF Out
CRP Arbitrary IF Out
ALV Log Video

アイテム

説明
# 名前
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2 フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの機能
フ ロン ト ・ パネルと リ ア ・ パネルの記号

  こ の記号は、 パワー ・ オン （緑色のLED） を示すために用いられます。

  こ の記号は、 パワー ・ ス タ ンバイ ・ モード （黄色のLED） を示すため

に用いられます。

  こ の記号は、 AC電源ラ イ ンが必要であ る こ と を示し ます。

  取扱説明書記号。 製品に こ の記号が記載されている場合、 ユーザが ド 

キ ュ メ ン ト の内容を参照する必要があ る こ と を示し ます。

  CEマークは、 ヨーロ ッパ共同体の登録商標です。

  C-Tickマー ク は、 オース ト ラ リ アの スペ ク ト ラ ム管理局の登録商標

です。

  こ のマークは、 製品がCanadian Interference-Causing Equipment  
Standard （ICES-001） に適合する こ と を示し ます。

こ の記号は、 Industrial Scientific and Medicalグループ1ク ラ スA製品   

（CISPR 11、 Clause 4） であ る こ と も表し ます。

  

CSAマークは、 CSA Internationalの登録商標です。

  こ の記号は、 2005年8月13日現在、 EU法によ り 電気／電子機器の分別

収集が義務づけ られている こ と を示し ます。すべての電気／電子機器

は、 通常の廃棄物 と 別に処理する必要があ り ます (Reference WEEE  
Directive 2002/96/EC)。

  通常使用中に危険／有害物質成分が漏出ま たは劣化するはずのない

期間を示し ます。 本製品の予想耐用年数は40年です。

  すべての1次/2次梱包に記されている こ の記号は、中国規格GB 18455- 
2001に準拠し ている こ と を示し ます。

不要にな っ た製品の回収については、 計測お客様窓口ま でお問い合わせいただ く か、

http://www.agilent.co.jp/environment/product/を参照し て く だ さい。 
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Agilent Xシ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザ

入門ガイ ド
3
測定器のオペレーテ ィ ング ・

システム

こ の章では、 Microsoft Windows XPの設定 と 、 Agilent測定器ソ フ ト ウ ェ アで使用され  

る設定について説明し ます。 また、 システム設定の変更について も説明し ます。 さ らに、  

Windowsオペレーテ ィ ング ・ システムの設定と測定器の出荷時にハード デ ィ ス ク ・ ド ラ

イブに存在する ソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ン ス ト ールについて も説明し ます。

アナラ イザのフ ロ ン ト ・パネルには、ウ ィ ン ド ウ を移動する ために必要なキー（ メ ニュー

へのア ク セス、 ダ イ ア ロ グ内の移動、 ア イ テムの選択、 表示ボタ ンの選択用） が備わっ

ています。 Windows XPの設定ア イ テムの変更にはフ ロ ン ト ・ パネルを使用でき ますが、  

これら の作業はUSBマウ ス と 外部キーボー ド を使用し た方がはるかに簡単に行え ます。

フ ロ ン ト ・ パネルを使用し た移動については、 「マ ウ スがない場合のWindowsの移動」

（74ページ） を参照し て く だ さい。

こ の章では、 以下の ト ピ ッ ク スについて説明し ます。

「イ ン ス ト ールされているAgilentソ フ ト ウ ェ ア」 （42ページ）

「ソ フ ト ウ ェ アのカ ス タマ ・ イ ン ス ト ール」 （43ページ）

「ユーザ ・ アカ ウ ン ト 」 （44ページ）

「Agilent Xシ リ ーズ ・ アナラ イザのラ イセン ス ・ オプシ ョ ン」 （46ページ）

「新しい測定アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アのラ イセン ス ： 新規購入後」 （48ページ）

「Windows設定」 （53ページ）

「プ リ ン タの設定」 （56ページ）

「LANの設定」 （57ページ）

「Windowsセキ ュ リ テ ィ 」 （58ページ）

「システム保守」 （62ページ）

「USB接続」 （63ページ）

「ハード ド ラ イブの分割 と使用」 （64ページ）

「ハードデ ィ ス ク ・ ド ラ イブ回復プロセス」 （66ページ）
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イ ンス ト ールされているAgilentソ フ ト ウ ェ ア

Agilentシグナル ・ アナラ イザ ・ ソ フ ト ウ ェ ア

シグナル ・ アナラ イザ測定には、 N9060A Agilentスペク ト ラ ム ・ アナラ イザ測定アプ リ  

ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされています。 その他の測定アプ リ ケーシ ョ  

ン も使用でき ます。 アプ リ ケーシ ョ ンご と に、 ソ フ ト ウ ェ アを実行する ための ラ イセン 

スが必要 と な り ます。 ラ イ セン ス が購入 さ れていない場合で も、 すべてのアプ リ ケー 

シ ョ ンが製造時に工場でイ ン ス ト ールされます。 追加のラ イセン スは、 後から購入可能 

です。

Agilent 89601A

Agilent 89601Aベク ト ル ・ シグナル ・ アナラ イザ (VSA) がイ ン ス ト ールされています。   

Agilent 89601A測定では、 14日間の試用期間を超えて製品を使用する場合は、 ラ イセン 

スが必要です。
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ソ フ ト ウ ェ アのカス タ マ ・ イ ンス ト ール

Agilentによ って検証済みのサー ドパーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ ア

Agilentでは、以下のプロ グ ラ ムが測定器アプ リ ケーシ ョ ン と互換性があ る こ と を確認し

ています。

• Symantec AntiVirus™ Corporate Editionバージ ョ ン10

• MathWorks MATLAB 　

その他のサー ドパーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

Xシ リ ーズ ・ シグナル ・ アナラ イザ ・ プラ ッ ト フ ォームはオープンなWindows環境なの

で、 許可されていないソ フ ト ウ ェ アで も測定器にイ ン ス ト ールでき ます。 ただし、 許可 

されていないソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする と、 測定器の性能に影響が及ぶおそれが

あ り ます。 Agilentは、 許可されていない ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし た場合のアナラ 

イザの性能については保証し ません。

Agilentがテス ト し たプロ グ ラ ム以外のプロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールする と 、測定器のアプ

リ ケーシ ョ ンに問題が生じ るおそれがあ り ます。 問題が発生し た場合には、 問題の原因 

と なったプロ グ ラ ムをアン イ ン ス ト ールするか、 プロ グ ラ ムの設定を変更し てみて く だ

さい。 それで も問題を修正でき ない場合、 Agilent Recovery Systemを使用し て、 測定器   

のシステム ・ ソ フ ト ウ ェ アを再イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

注記
測定器に追加のプログラムを イ ンス ト ールするには、 シグナル ・ アナラ イ

ザ ・ アプ リ ケーシ ョ ンを終了する必要があり ます。

また、 工場出荷時に測定器にイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンやプロ

グラムは、 削除し ないで く だ さい。
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ユーザ ・ アカウン ト

管理者ログイ ン

工場出荷時の管理者アカ ウ ン ト のパス ワード は“agilent4u”です。 管理者アカ ウ ン ト を使 

用し て、 以下の操作を実行でき ます。

• ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール

• ネ ッ ト ワークおよびプ リ ン タ ・ ア ク セスの設定

• 測定器上のすべてのフ ァ イルへのア ク セス

• ユーザ ・ アカ ウ ン ト と パス ワード の追加／変更

• Windowsの設定変更

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行

ユーザ ・ ログイ ン

工場出荷時のデフォ ル ト のユーザ・アカウ ン ト は“Instrument”、パス ワ ード は“measure4u”
です。 こ のユーザは、 パワー ・ ユーザ ・ グループの メ ンバです。 測定器アカ ウ ン ト を使  

用し て、 以下の操作を実行でき ます。

• ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール

• ネ ッ ト ワークおよびプ リ ン タ ・ ア ク セスの設定

• パワー ・ ユーザ ・ グループがア ク セス可能な測定器上のフ ァ イルへのア ク セス

• パワー ・ ユーザ ・ グループがア ク セス可能なアプ リ ケーシ ョ ンの実行

AgilentOnlyユーザ ・ アカウン ト

測定器には、 管理者パス ワード の変更後、 管理者パス ワード を紛失し たか忘れた場合に

Agilentのカ ス タ マ ・ サポー ト が使用で き る、 “AgilentOnly” と 呼ばれるユーザ ・ アカ ウ

ン ト があ り ます。 AgilentOnlyアカ ウ ン ト を削除／変更し ないで く だ さい。

Agilentサービス ・ ユーザ ・ アカウン ト

測定器のサービ スが必要な場合にAgilentが使用するユーザ・アカ ウ ン ト が定義されてい

ます。
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カス タ マ作成のアカウン ト

追加のユーザ ・ アカ ウ ン ト を作成し、 作成し た新しいユーザ ・ アカ ウ ン ト に許可するセ

キ ュ リ テ ィ のレベルを決める こ と ができ ます。 例えば、セキ ュ リ テ ィ のレベルを管理者、 

パワー ・ ユーザ、 ユーザ、 バッ ク ア ッ プ ・ オペレータ と し て割 り 当て る こ と が可能です。

ユーザ名の大文字と 小文字は区別されませんが、 パス ワード の大文字 と小文字は区別さ

れます。

Agilentでは、 各ユーザのMy Documentsフ ォルダをD: ド ラ イブにマ ッ ピングする こ と を 

期待し ています。 これによ り 、 Agilent Recoveryを実行する必要があ る場合に、 ユーザ ・ 

データの上書き を避け る こ と ができ ます。 また、 D: ド ラ イブの中身を外部 メ デ ィ アにコ

ピーするだけで、 簡単にバッ ク ア ッ プが行えます。 工場で作成し た全ユーザ ・ アカ ウ ン

ト のMy Documentsは、 すでにD: ド ラ イブにマ ッ ピング されています。 すべての新しい 

ユーザのMy Documentsフ ォルダをD: ド ラ イブにマ ッ ピング し て く だ さい。

注記
シグナル ・ アナラ イザ ・ ソ フ ト ウ ェ アが動作するためには、 ソ フ ト ウ ェ ア

を実行するユーザ ・ ア カウン ト に管理者特権またはパワー ・ ユーザ特権を

割り当てる必要があ り ます。 割り当てないと、 シグナル ・ アナラ イザ ・ ソ フ 

ト ウ ェ アが正し く 動作し ません。 
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Agilent Xシ リーズ ・ アナラ イザのラ イセンス ・ オプシ ョ ン

Agilent Xシ リ ーズ ・ アナラ イザでは、 次の3種類のラ イセン スが用意されています ： 固 

定永久、 ト ラ ンス ポータ ブル永久 （PXA、 MXA、 EXAのみ）、 試用。 これらのラ イセンス ・ 

タ イプは、 固定永久ラ イセン スが必要なスペク ト ラ ム ・ アナラ イザ測定アプ リ ケーシ ョ

ン (N9060A)、 ト ラ ン スポータブル ・ ラ イ セン ス をサポー ト し ていない リ モー ト 言語互 

換アプ リ ケーシ ョ ン (N9061A) を除 く すべての既存の測定アプ リ ケーシ ョ ンで使用でき  

ます。 ハード ウ ェ ア ・ オプシ ョ ンを有効にするには、 固定永久ラ イセン ス も必要です。

固定永久

固定永久ラ イ セン スは従来の ラ イセン ス ・ タ イプ （固定） で、 期間はXシ リ ーズ発表以

来すべての機能に適用されて き た もの と同じ （永久） です。 固定永久ラ イ セン スは、 オ 

プシ ョ ン記号の2番目の文字が“F”、 3番目の文字が“P”です。

例 ： N9068A-2FPまたはW9068A-2FP

ラ イセン ス ・ キーは、 測定器のモデル と シ リ アル番号に依存し ます。 ラ イ セン ス ・ キー 

は、 作成対象の測定器にのみイ ン ス ト ール可能です。

ト ラ ンスポータ ブル永久 （PXA、 MXA、 EXAのみ）

ト ラ ン スポータブル永久ラ イセン スは、 オプシ ョ ンのラ イセン ス ・ タ イプで、 ラ イセン

スの展開期間は特定の測定器モデルやシ リ アル番号に固定されません。 ト ラ ン スポータ 

ブル永久ラ イセン スは、 オプシ ョ ン記号の2番目の文字が“T”、 3番目の文字が“P”の製品

構成です。

例 ： N9068A-2TP

異な る タ イ プの測定器間で ラ イ セン ス を移行する こ と も で き ます。 こ のため、 MXAや 

EXAからやその逆に、 または同じ タ イプの測定器 （MXAまたはEXA） 間で、 測定アプ リ

ケーシ ョ ン ・ ラ イセン ス を移行でき ます。

ト ラ ン スポータブル永久ラ イセン スでは、 ラ イセン スのチェ ッ ク イ ン／ア ウ ト を管理す

る ためだけに、Agilentサーバに接続する必要があ り ます。 Agilentラ イセン ス ・ サーバに 

は、 測定器から移行され、 新しい測定器への割 り 当てを待っている未使用のラ イセン ス

を保管する こ と もでき ます。 サーバは、 各アプ リ ケーシ ョ ン ・ ラ イセン スの30日間当た 

り の移行回数を10回に制限し ます。

新し い測定器を購入し た場合に工場でプ リ イ ン ス ト ール さ れる固定永久ラ イ セン ス と

違って、 ト ラ ン スポータブル永久ラ イセン スは、 初めて使用する場合は、 その前にラ イ

セン ス を取得し て イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 こ のため、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ ラ 

イセン ス を 初にイ ン ス ト ールする測定器をユーザが決定でき ます。

各測定器で 新コード を使用し、 どち らの測定器で も同じ よ う に扱 う こ と ができ る よ う

にするには、 測定器ソ フ ト ウ ェ アの リ リ ース を同じにし て く だ さ い。 これは特に、 新 

の ソ フ ト ウ ェ ア ・ リ リ ースでしか使用でき ない場合のあ る、 新たに リ リ ース されたアプ

リ ケーシ ョ ンのラ イセン ス を移行する場合に重要です。
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試用ラ イセンス 

試用ラ イセン スでは、 アプ リ ケーシ ョ ンを購入前に試すこ と ができ ます。 これらのラ イ 

セン スは14日間の期間限定で、 1台の測定器当た り 1つのアプ リ ケーシ ョ ンにつき1回の

試用に制限 さ れます。 Agilent Software Licensing (ASL) シ ス テ ムの ラ イ セン ス取得過    

程を通し て、 こ の制限が課せられます。

試用ラ イセン スは、測定アプ リ ケーシ ョ ンにだけ適用され、ハード ウ ェ ア機能 （N9010A
またはN9020Aオプシ ョ ン） には使用でき ません。

試用ラ イセン スは工場でイ ン ス ト ールされません。 また、 新しい測定器の出荷時に配布

する ための ラ イセン ス証明書も作成されません。 試用ラ イ セン ス をオーダする こ と はで 

き ませんが、 簡単な登録を行えば、 Agilent Webサイ ト から入手でき ます ：

http://www.agilent.co.jp/find/xseries_trial

試用ラ イセン スのラ イセン ス記号は“–TRL”です。

例 ： N9071A-TRL

複数階層 （複数の機能レベル） の製品の場合は、 ラ イ セン スの有効期間中は、 –TRL ラ

イ セン スですべての階層を使用でき ます。 基本階層を使用し ていて、 上位階層の試用ラ 

イセン ス を取得し たい場合は、–TRLラ イセン ス を イ ン ス ト ールでき ます。 有効期限を過 

ぎ る と 、 ラ イセン ス対象は基本階層に戻 り ます。
入門ガイ ド 47

http://www.agilent.com/find/xseries_trial


3 測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム
新しい測定アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アのラ イセンス ：

新規購入後

シグナル ・ アナラ イザの新規購入後に、 測定アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アを追加で

オーダする こ と ができ ます。 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト は、 オプシ ョ ンに基づいた ラ 

イセン ス証明書、 ラ イセン ス契約書、 USBス ト レージ ・ デバイ スから構成される キ ッ ト

です。 ラ イセン ス を ラ イ セン ス Webサイ ト から ス ト レージ ・ デバイ スにダウ ン ロー ド し 

て、 測定器にロードする こ と ができ ます。

ア ッ プグレード が届 く まで待ちた く ない場合は、 使用可能なUSBス ト レージ ・ デバイ ス

を用いて、 ラ イ セン ス を イ ン ス ト ールする こ と ができ ます。 その場合は、 新バージ ョ  

ンの測定器ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし て く だ さい。 これによ り 、 ラ イセン ス供与さ 

れているア ク テ ィ ブな 新バージ ョ ンの測定アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされます。

新バージ ョ ンの ソ フ ト ウ ェ アは、 以下のWebサイ ト から ダウ ン ロードする こ と も でき

ます。

 http://www.agilent.co.jp/find/pxa_software

 http://www.agilent.co.jp/find/mxa_software

 http://www.agilent.co.jp/find/pxa_software

 http://www.agilent.co.jp/find/cxa_software

ラ イ セン ス ・ キーは通常、 1つの測定器モデル と シ リ アル番号の組み合わせに対し て割

り 当て られます。 ラ イセン ス ・ キーは、 その測定器だけにイ ン ス ト ールでき ます。

USB経由でのイ ンス ト ール手順

注記
測定アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール後は、 校正が一切不要です。

ステ ッ プ 操作 注記

1 オ プ シ ョ ン の ア ッ プ グ

レー ド ・ ラ イ セ ン ス証明

書を取得し ます。

• 証明書の取得手順に従います。 オプシ ョ ンのア ッ プグレー ド ・ ラ イセン

ス証明書を取得する と、ラ イセンス・フ ァ

イルが添付された電子 メ ールが送られて

きます。

2 ラ イセンス ・ フ ァ イルを 

保存し ます。

• .licフ ァ イルをUSBス ト レージ ・ デバイスの

ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ に保存し ます。

3 ラ イセンス ・ フ ァ イルを 

ロー ド し ます。

• USB ス ト レージ ・ デバイスをシグナル ・ ア

ナラ イザのUSBポー ト の1つに接続し ます。

Windowsが新し いハー ド ウ ェ アを検出す

る と、機器構成メ ニューが表示されます。 
シグナル ・ アナ ラ イザは、 ラ イ セン ス ・

フ ァ イルを自動的にロー ド し ます。 （こ 

れには数分かかる場合があ り ます） 完了

する と、 Agilent ラ イセンス ・ マネージ ャ

は“Successful License Installation” と い う   

メ ッ セージを表示し ます。
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注記
別の方法と し て、 ラ イセンス ・ フ ァ イルをシグナル ・ アナラ イザの次のフ ォルダに入れ

る こ とによ り、USBまたはLAN経由でラ イセンス ・ フ ァ イルを手動でイ ンス ト ールする こ

と もできます。

C:\Program Files\Agilent\licensing

4 イ ンス ト ールを確認し 

ます。

a シグナル ・ アナラ イザの電源を入れ直し 

ます。

b System、 Show、 Systemを押し ます。

c 新しいアプ リ ケーシ ョ ンがリ ス ト に 

表示されている こ と を確認し ます。

電源を入れ直すまで、 アプ リ ケーシ ョ ン

を使用する こ とはできません。

これによ り、 イ ンス ト ールされているア

プ リケーシ ョ ンのリ ス ト が表示されます。

さ らにサポー ト が必要な場合は、 Agilent
サポー ト ・ チームまでお問い合わせ く だ

さい。

オン ラ イ ン ・ アシス タ ンス ： 
http://www.agilent.co.jp/find/assist

イ ン ターネ ッ ト にア クセスできない場合

は、 計測お客様窓口までお問い合わせに

なるか、 米国内の場合は、 1-800-829-4444
までご連絡 く だ さい。

ステ ッ プ 操作 注記
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Xシ リーズ ・ アナラ イザ間でのラ イセンスの移行

ト ラ ン スポータブル・ ラ イセン スは、オプシ ョ ン記号の文字“TP”によ って識別でき ます。

例えば、 N9068A-2TPは ト ラ ン スポータ ブル永久ラ イ セン スであ る こ と を示し ます。 こ 

の ラ イ セン ス をあ る Xシ リ ーズ ・ アナラ イザか ら別のXシ リ ーズ ・ アナラ イザに移行す

るには、 両方のアナラ イザの測定器ソ フ ト ウ ェ アの リ リ ースが同じであ る こ と が推奨さ

れます。 これによ り 、 どち らの測定器で も同じ よ う に扱 う こ と ができ ます。

低で も、 ト ラ ン スポータブル ・ ラ イセン ス を取得する アナラ イザ （ 「ターゲ ッ ト 測定

器」 ） の測定器ソ フ ト ウ ェ アの リ リ ースは、 必要なアプ リ ケーシ ョ ンに対応し ていなけ

ればな り ません。

X リ ーズ ・ シグナル ・ アナラ イザは、 数通 り の ラ イ セン ス移行方法をサポー ト し ていま

す。 以下の手順は、 も一般的な手順に重点を置いています。どのアナラ イザも イ ン ター 

ネ ッ ト にア ク セスでき ません。 こ の手順を有効にするには、 イ ン ターネ ッ ト 接続が可能 

なPCが必要です。

以下の も のが必要です。

• USBフ ラ ッ シ ュ ・ ド ラ イブ

• USBキーボード

• USBマウ ス

ト ラ ン スポータブル ・ ラ イセン スの移行元のアナラ イザを 「ソース測定器」 と呼びます。

ト ラ ン スポータブル ・ ラ イセン ス を取得する アナラ イザを 「ターゲ ッ ト 測定器」 と呼び

ます。

ラ イセンスの移行手順 （いずれのアナラ イザも イ ン ターネ ッ ト に接続されてい

ません）

ステ ッ プ 操作 注記

1 USBデバイスを ソース 

測定器に接続し ます。

• USB フ ラ ッ シュ ・ ド ラ イブ、 USB キーボー

ド、 USBマウスを ソース測定器のUSBポー

ト に接続し ます。

USBデバイ スを接続するには、 リ ア ・ パ

ネルの1つ以上のポー ト を使用する必要

があ り ます。

2 各アナラ イザのソ フ ト  

ウ ェ ア ・ バージ ョ ンを 

確認し ます。

• 各アナラ イザの System、 Show、 System を

押し て、 それぞれの測定器ソ フ ト ウ ェ アの

リ ビジ ョ ンを書き留めます。

リ ビジ ョ ンが同じ なのが理想です。 低 

で も、 両方のバージ ョ ンが、 ラ イセンス

を移行中のアプ リ ケーシ ョ ンに対応し て

いなければな り ません。

3 ターゲッ ト 測定器から 

ホス ト IDを取得し ます。

• ターゲッ ト 測定器のSystem、Show、System
を押し て、 ホス ト IDを書き留めます。

ターゲ ッ ト 測定器に対し て ラ イセンスを

発行するには、 この情報が必要です。 ホ 

ス ト IDは、 モデル番号の後にカ ンマ と シ

リ アル番号が続きます。
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4 ソース測定器でラ イセン 

ス ・ マネージャ を起動し 

ます。

• ソース測定器のSystem、 More、 Licensing...
を 押 し ま す。 Agilent ラ イ セ ン ス ・ マ ネー

ジ ャ画面に イ ン ス ト ール さ れている ラ イ

センスがすべて表示されるまで、 少し時間

がかかる場合があり ます。

5 ト ラ ンスポータ ブル ・ ラ 

イセンスを ソース測定器 

から移行し ます。

a ソ ース測定器の ト ラ ン スポー ト 対象のラ

イセンスを見つけて、 強調表示し ます。 オ 

プシ ョ ン記号に“TP” と い う 文字が含まれ

ていなければな り ません。 

b マウスの右ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 Delete
を選択し ます。

c License Deletion Confirmationダイアログ ・  

ボッ クスのYesを ク リ ッ ク し ます。

d 数秒後に、 Transport Licenseダイアログ ・ 

ボ ッ ク スが表示されます。 OK を ク リ ッ ク

し、 *.urlフ ァ イルに “PhaseNoise_License. 
url”などの名前を付けて、USBフ ラ ッ シュ ・

ド ラ イブに保存し ます。

固定永久ラ イセンスではな く 、 ト ラ ンス

ポー タ ブル ・ ラ イセンスを選択し て く だ

さい。

ト ラ ンスポータ ブル ・ ラ イセンスを 「削

除」 し ていますが、 終的にはそのラ イ

センスを移行し ます。

ターゲ ッ ト 測定器に対し て新し いラ イセ

ンスを発行する場合に、このダイアログ・

ボ ッ クスの情報が使用されます。

6 ASL Transportation Web 
ページから新しいラ イ 

センスを取得し ます。

a USBフ ラ ッ シュ ・ ド ラ イブを イ ン ターネ ッ

ト に接続し ているPCに挿入し ます。 

b 前のステ ッ プで保存し た PC の USB フ ラ ッ

シュ ・ ド ラ イブにある*.urlフ ァ イルを見つ

け出し て、 ク リ ッ ク し ます。

c 数秒後に、ASL Transportation Webページが  

表示されます。 1つのフ ィ ール ド New Host  
IDはブラ ン クです。

d ターゲッ ト 測定器のホス ト ID （上のステ ッ

プ3）をNew Host IDフィ ールドに入力し ます。

e Submitを ク リ ッ ク し ます。

イ ン ターネ ッ ト 接続が可能で、 使用可能

なUSBポー ト があるPCが必要です。 

フ ィ ール ド のほと んどは、 *.url フ ァ イル

の情報で埋められています。 

New Host IDに入力する場合は注意し て く   

だ さい。 New Host IDの入力で ミ スをする  

と、 無効な ラ イセンスが発行されて し ま

います。 モデル番号と シ リ アル番号の間 

にカ ンマを入れて く だ さ い。 Host IDにス  

ペースを入れる こ とはできません。

7 ラ イセンス ・ フ ァ イルを 

USBフ ラ ッ シュ・ ド ラ イブ 

に保存し ます。

a ASL Transportation Webページに、 ラ イセン  

ス ・ フ ァ イルが入手可能である こ とが示さ

れ、 ラ イセンス ・ フ ァ イルへの2つのリ ン

クが表示されます。 ラ イセンス ・ フ ァ イル 

を右ク リ ッ ク し、Save Target As...を選択し  

ます。

b ラ イセンス ・ フ ァ イルを USB フ ラ ッ シュ ・

ド ラ イ ブのルー ト ・ レベルに保存する と、

“.lic”フ ァ イル拡張子が付けられます。

c Saveダイアログを閉じ、 ASL Transportation 
Webページを終了し ます。

いずれのリ ン ク を使用し て も、 ラ イセン

ス ・ フ ァ イルを表示／保存する こ とがで

きます。 
 

ラ イ センス・フ ァ イ ルは、USBフ ラ ッ シュ・

ド ラ イ ブのルー ト ・ レ ベルに保存 し て、

ターゲ ッ ト 測定器が認識でき るよ う にす

る必要があり ます。

ステ ッ プ 操作 注記
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8 ラ イセンス ・ フ ァ イルを 

ターゲッ ト 測定器にイ ン 

ス ト ールし ます。

a ターゲ ッ ト 測定器が動作し ている状態で、

USBフ ラ ッ シュ ・ ド ラ イブを フ ロン ト ・ パ

ネルのUSBポー ト の1つに挿入 し ます。 数 

分後に、 “Successful License Installation” と  

い う メ ッ セージが表示されます。 

b ターゲッ ト 測定器の電源を入れ直し ます。 
 

 

c アナラ イザがリ ブー ト し たら、アプ リ ケー

ショ ンをタ ーゲッ ト 測定器で使用できます。

ターゲ ッ ト 測定器で動作し ているAgilent
ラ イ センス ・ サービスは、 USBデバイ ス

が挿入されたこ と を検出する と必ず、*.lic
フ ァ イルを検索 し ます。 *.lic フ ァ イルの 

中身が測定器にふさわし い場合は、 ラ イ

センスが自動的にインス ト ールされます。

新たに イ ン ス ト ール さ れた ラ イ セ ン ス

は、 電源投入時に測定器ソ フ ト ウ ェ アに

よ ってのみ認識されます。

ステ ッ プ 操作 注記
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Windows設定

Windowsの設定は、 高の測定性能が得られる よ う に 適化されています。 これらの設 

定を変更する と 、 測定器の性能や測定速度が低下するおそれがあ り ます。 一般に、 ほ と 

んどのWindowsのシステム設定 （通常、 Windowsコ ン ト ロールパネルを使って設定） は

変更し ないで く だ さい。 以下に、 変更し て も安全な設定を示し ます。

変更できる設定

個人的な好みを選択する ため、 （Windows コ ン ト ロールパネルか ら使用可能な） 以下の

Windows設定または管理タ ス ク を変更でき ます。 

注意
Windowsのシステム設定を変更し た こ と によ り生じ た問題から回復するに

は、 Agilent Recovery プ ロセスを使用し てWindows システム と測定器アプ リ 

ケーシ ョ ンを再イ ンス ト ールする必要があ り ます。

注記
Windowsのシステム設定を変更するには、 測定器アプ リ ケーシ ョ ンを終了

し て く だ さい。 

使用する機能 実行する作業 

Microsoft自動更新を設定し ます。

ウ ィ ルス対策プログラムを イ ンス ト ール／設定し ます。

新しい測定器ユーザ ・ アカウン ト を設定し ます。

“Agilent-Only”ユーザ・アカウン ト を削除／変更し ない

で く だ さい。

測定器をネ ッ ト ワークに追加し ます。

注意
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変更し てはいけない設定

こ のセ ク シ ョ ンの設定の変更は避けて く だ さい。 以下の設定を変更する と、 測定器の性 

能、 画面表示の質、 測定速度が低下する可能性があ り ます。

プ リ ン タ を イ ンス ト ール／設定し ます。

時刻と日付を設定し ます。

システムのプロパテ ィ の変更、 パフ ォーマンスの詳細タ ブ設定、 高のパ

フ ォーマンスを得るための調整を行います。 それ以外の設定は、変更し ない 

で く だ さい。

使用する機能 実行する作業 

使用し ては 

いけない機能

実行する作業 

電源オプシ ョ ンを変更し ないで く だ さい。 （電源スキーム、 電源ボタ ン、 休 

止状態）

システムのプロパテ ィ 、 ハー ド ウ ェ ア ・ タ ブ設定 （デバイス ・ マネージャ、

ド ラ イバ） を変更し ないで く だ さい。

システムのプロパテ ィ 、 詳細タ ブ設定 （パフ ォーマンス （ 高のパフ ォー

マンスを得るための調整を除 く ）、 ユーザ ・ プロ フ ァ イル、 起動と回復、 環

境変数、 エラー報告） を変更し ないで く だ さい。

イ ンス ト ールされている フ ォ ン ト を削除し ないで く だ さい。

以下の画面設定を変更し ないで く だ さい。

• スク リーン ・ セーバ設定

• 画面の解像度、 1024 x 768
• DPI設定の通常のサイズ (96 DPI)
54 入門ガイ ド



測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム 3
また、 以下を行わないで く だ さい。

• ハードデ ィ ス ク ・ ド ラ イブのパーテ ィ シ ョ ンの追加、 削除、 変更

• Agilentレジス ト リ ・ エン ト リ の削除または変更

• 名前に“Agilent”を含むデ ィ レ ク ト リ の中身の変更

• 以下のサービ スの中止

— MSSQL$CDFサービ スの中止、 または“Microsoft SQL Server Desktop Engine”の    

アン イ ン ス ト ール

— IISサーバの中止、 または測定器で設定されていた仮想デ ィ レ ク ト リ （またはその

コ ンテンツ） の改ざん

• 以下のラ イブラ リ 、 イ ン タ フ ェース、 プロ グ ラ ムのアン イ ン ス ト ール

— Agilent I/Oラ イブラ リ

— .NET Framework、 または.NET Framework用のHotfixやService Pack
— “Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1” 　

— “Agilent”で始ま るプロ グ ラ ム

— Adobe Acrobat Reader 　

• 以下の変更

— Agilent Connection ExpertまたはI/O Configに設定済みInstrument I/O と し て表    

示されたAgilent I/Oラ イブラ リ “GPIB27”、 “GPIB28”イ ン タ フ ェース

地域オプシ ョ ン ・ タ ブの設定 （標準と形式、場所） を変更し ないで く ださい。

言語タ ブの設定（テキス ト ・サービス と入力言語） を変更し ないで く ださい。

“AgilentOnly”ユーザ ・ アカウン ト を削除／変更し ないで く だ さい。

使用し ては 

いけない機能

実行する作業 
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プ リ ン タの設定

プ リ ン タの設定にはMicrosoft Windows コ ン ト ロールパネルを使用し ます。 コ ン ト ロー 

ルパネルには、 Windowsのス ター ト ・ メ ニ ューまたはフ ロ ン ト ・ パネルのSystemキー

からすぐにア ク セスでき ます。 こ のセ ッ ト ア ッ プ ・ プロセスの実行は、 USBマウ ス と 外 

部キーボー ド を使用する と簡単です。 マウ スがない場合は、 フ ロ ン ト ・ パネル ・ キーを 

使用でき ます。 「マウ スがない場合のWindowsの移動」 （74ページ） を参照し て く だ さい。

新しいプ リ ン タ をセ ッ ト ア ッ プする場合は、 プ リ ン タ ・ ド ラ イバを ロードする必要があ

り ます （ネ ッ ト ワーク ・ プ リ ン タ を使用し ている場合は、 社内のIT部門によ り 、 ド ラ イ

バが含まれる よ う セ ッ ト ア ッ プし て く だ さい） 。 プ リ ン タの メ ーカが ド ラ イバ ・ ソ フ ト  

ウ ェ ア と プロセス を提供し ます。 外部USBデ ィ ス ク ・ ド ラ イブを接続し ている必要があ 

り ます。 測定器をLANに接続し、 プ リ ン タ ・ メ ーカのイ ン ターネ ッ ト ・ サイ ト から ド ラ 

イバをダウ ン ロードする方法も あ り ます。
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LANの設定

ホス ト 名

コ ンピ ュータ名またはホ ス ト 名は、 工場で設定済みです。 LAN上の他の機器 と衝突し な 

い よ う に一意の名前にする必要があ り ます。 設定済みの コ ン ピ ュータ名はA-N90yyA-
xxxxxです。 xxxxxは測定器のシ リ アル番号の 後の5桁です。 yyは、 PXAの場合は30、

MXAの場合は20、 EXAの場合は10、 CXAの場合は00です。

コ ンピ ュータ名を変更するには、Microsoft Windows XPヘルプ と サポー ト セン ターを参  

照し て く だ さい。

IPア ド レス とゲー ト ウ ェ イ

測定器は、 DHCP を使用 し てIP ア ド レ ス を取得する よ う 設定済みです。 IP ア ド レ ス と 

ゲー ト ウ ェ イ を変更でき ます。 LANを設定するには、 Microsoft Windows XPヘルプ と サ   

ポー ト セン ターを参照し て く だ さい。
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Windowsセキュ リ テ ィ

Microsoftでは、 測定器のWindows XPオペレーテ ィ ング ・ シス テム を保護する ために、 

以下の こ と を推奨し ています。

• イ ン ターネ ッ ト ・ フ ァ イ ア ウ ォールの使用

• 新の重要なWindowsの更新の取得

• 新ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アの使用

測定器のセキ ュ リ テ ィ 設定の状態を確認する場合や変更を行 う 際に、Windowsセキ ュ リ

テ ィ セン ターを開 く には、 ス ター ト 、 コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク し てから、 セキ ュ

リ テ ィ セン ターを ク リ ッ ク し ます。

注記
ウ ィ ン ド ウは、 測定器によ って少し異な り ます。
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Windowsフ ァ イアウォール

測定器は、 Windowsフ ァ イ ア ウ ォールを有効にし た状態で出荷されています。

測定器が ネ ッ ト ワ ー ク で正 し く 動作で き る よ う に、 プ ロ グ ラ ム と ポー ト に対す る

Windowsフ ァ イ ア ウ ォールの例外が追加されています。 これらの設定を変更する と 、 測 

定器が正し く 動作し ない可能性があ り ます。

自動更新

測定器にイ ン ターネ ッ ト ・ ア ク セスがあ る場合、 測定器のデフ ォル ト 設定によ り 、 重要

なWindows更新が自動的に確認され、 通知されます。

Microsoft自動更新の設定を変更し て、 更新が通知されないよ う にする こ と ができ ます。

Internet Explorerにア ク セス し てツール ・ メ ニ ューから Windows Updateを選択する こ  

と によ り 、 Windowsを手動で更新でき ます。

注記
ウ ィ ン ド ウは、 測定器によ って少し異な り ます。
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ウ ィ ルス防護

測定器にはウ ィ ルス対策ソ フ ト が付属し ていません。 ウ ィ ルス対策アプ リ ケーシ ョ ン ・ 

ソ フ ト ウ ェ アが測定器 と 互換性があ る こ と はテ ス ト 済みです。 Agilentでテ ス ト 済みの 

ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アについては、 「Agilentによ って検証済みのサー ド パーテ ィ ・

ソ フ ト ウ ェ ア」 （43ページ） を参照し て く だ さい。

注記
Windows Updateのダウンロー ド と イ ンス ト ールは、ネ ッ ト ワーク とCPUをか 

な り使用し ます （測定器の性能に影響を与えます）。Windows Updateによ り、 

測定器が自動的に リ ブ ー ト さ れ ま す。 測定器 を 使用 し て い な い と き に 

Windows Updateを実行する こ と を推奨し ます。

注記
ウ ィ ルス対策ソ フ ト を イ ンス ト ールする と、測定器の性能にい く らか影響が

あ り ます。
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スパイウ ェ ア防護

測定器に スパ イ ウ ェ ア対策 ソ フ ト は イ ン ス ト ール さ れていません。 測定器を イ ン ター 

ネ ッ ト のブラ ウ ズに多用し なければ、 問題にはな り ません。 測定器にスパイ ウ ェ アを イ 

ン ス ト ールする と、 測定器の性能に影響を与え るおそれがあ り ます。
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システム保守

バッ ク ア ッ プ

定期的なバッ ク アッ プ対策の使用を推奨し ま す。 社内IT部門で、測定器と データ に適し た 

バッ ク ア ッ プ対策がすでに と られている可能性があ り ます。 Agilent Recovery Systemを   

定期的なバッ ク アッ プ対策と 併用する と 、測定器データ の完全な回復が可能になり ま す。

Windows XPには、 ハー ド デ ィ ス ク ・ ド ラ イブの故障時にフ ァ イル と フ ォルダのアーカ 

イ ブに使用で き る バ ッ ク ア ッ プ ・ ユーテ ィ リ テ ィ が備わっ ています。 こ のユーテ ィ リ  

テ ィ の詳細については、Microsoft Windows XPヘルプ と サポー ト セン ターを参照し て く   

だ さ い。 サー ド パーテ ィ のバ ッ ク ア ッ プ ・ ユーテ ィ リ テ ィ を使用する こ と も で き ます。 

ただし、 こ のサード パーテ ィ ・ ソ フ ト ウ ェ アが測定器のシステム ・ ソ フ ト ウ ェ ア と 互換

性があ る こ と を確認する必要があ り ます。 詳細については、 「ソ フ ト ウ ェ アのカス タマ ・

イ ン ス ト ール」 （43ページ） を参照し て く だ さい。

バッ ク ア ッ プを実行する際には、 ネ ッ ト ワーク または測定器のUSBコネ ク タに接続され

た外部ス ト レージ・デバイ スにデータ をバッ ク ア ッ プする こ と を推奨し ます。 また、バッ 

ク ア ッ プは、 測定器の全体の性能に影響を与え るおそれがあ る ため、 測定器を通常の操

作に使用し ていない と きに実行し ます。

システムの復元

Windows XPには、 シ ス テム を前の時間ポ イ ン ト まで復元する機能が含まれています。 

システムの復元は、 Microsoftが提供するデフ ォル ト 設定で有効にな り ます。 ただし、 シ 

ステムの復元が100 ％成功する こ と はあ り ません。 こ のため、 システムの復元は、 測定  

器をバッ ク ア ッ プする推奨方法ではあ り ません。 システムの復元に対し ては、 復元の成 

功を検証する テス ト が行われていません。

デ ィ スクデフ ラグ

時間の経過 と 共に測定器のハー ド デ ィ ス ク がフ ラ グ メ ン ト 化されます。 Windows XPに  

は、 ハードデ ィ ス ク のデフ ラ グに使用でき るデ ィ ス クデフ ラ グ ・ ユーテ ィ リ テ ィ があ り

ます。 このユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 Microsoft Windows XPヘルプ と サポー ト    

セン ターを参照し て く だ さい。 

注記
デ ィ ス クデフ ラグの実行は、 測定アプ リ ケーシ ョ ンが動作し ていない と き

に行う必要があ り ます。 デ ィ スクデフ ラグの進行中、測定スループ ッ ト が大 

き く 影響を受けます。
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USB接続

すべてのUSBポー ト は、 USB 2.0および1.1仕様 と互換性があ り ます。 フ ロ ン ト ・ パネル  

の2個のUSBポー ト （下の図を参照） と リ ア ・ パネルの4個のUSBポー ト が、 USB Series 
“A”ポー ト です。 これらのポー ト に、 USBマス ・ ス ト レージ ・ デバイ ス と プ リ ン タ を接続 

でき ます。 測定器のUSBホ ス ト ・ サポー ト には、 ヒ ューマン ・ イ ン タ フ ェース ・ デバイ 

ス、 マス ・ ス ト レージ ・ デバイ ス、 プ リ ン タ ・ デバイ ス、 スキ ャ ン ・ デバイ ス、 イ メ ー

ジング ・ デバイ ス用の標準Microsoft Windows XP USB ク ラ ス ・ ド ラ イバが含まれてい   

ます。 Windows XP USBク ラ ス ・ ド ラ イバのサポー ト の詳細な 新 リ ス ト は、 Microsoft   
のWebサイ ト で入手でき ます。

リ ア ・ パネルの四角のUSBポー ト （下の図を参照） は、 USB Series “B”ポー ト で、 USB  
経由での測定器の制御に使用 さ れ ま す。 測定器のプ ロ グ ラ ミ ン グ に役立つ情報が、 

『X-Series Programmer’s Guide』 に記載されています。 測定器ソ フ ト ウ ェ アに含まれる   

測定器USBデバイ ス ・ ド ラ イバは、 電子計測業界標準USBTMC-USB488デバイ ス ・ ク ラ

ス をサポー ト し ています。 

さ らに、 測定器に付属のAgilent IO Libraries CDに、 USBバスに接続されたその他の測   

定器を制御でき るUSBホ ス ト ・ ド ラ イバが含まれています。

USB

USB USB Series B
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サー ド パーテ ィ か ら の追加USB ド ラ イバを測定器に イ ン ス ト ールし た場合は、 Agilent
Technologiesは測定器の正常な動作をサポー ト ／保証し ません。 追加 ド ラ イバによ り 正 

常なUSB動作が中断する可能性があ り ます。 USB動作が中断し た場合は、 回復でハード 

ド ラ イ ブ回復プ ロ セ ス を使用し た測定器アプ リ ケーシ ョ ンの再イ ン ス ト ールが必要 と

な り ます。 

ハー ド ド ラ イブの分割と使用

ド ラ イブは、 3つのセ ク シ ョ ンに分割されます ： C:、 D:、 E:

• C: パーテ ィ シ ョ ンには、 Windows XPオペレーテ ィ ング ・ システム と Agilentがイ ン  

ス ト ールし た ソ フ ト ウ ェ アが格納されています。 これは、 オープン ・ システムです。

すなわち、 追加ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールでき ます。 追加ソ フ ト ウ ェ アはC: ド ラ

イブにイ ン ス ト ールし ます。 ただし、 Agilent測定ソ フ ト ウ ェ ア と の併用についてテ

ス ト 済みの ソ フ ト ウ ェ ア ・ アプ リ ケーシ ョ ンは、限定されています。 その他の ソ フ ト  

ウ ェ アの イ ン ス ト ールや使用については保証されません。 測定ソ フ ト ウ ェ アの動作

を阻害する可能性があ り ます。測定器の修理が必要になった場合は、Agilentバージ ョ

ンのC: ド ラ イブが、Agilent Recoveryプロセスによ って復元される測定器ソ フ ト ウ ェ 

アの唯一の部分です。 測定器に追加し たその他の ソ フ ト ウ ェ アを ロー ド し直す必要

があ り ます。

• D: パーテ ィ シ ョ ンはデータ ・ ス ト レージ用に確保されています。 Agilentによ って設 

定 さ れたユーザ ・ ア カ ウ ン ト には、 それぞれD: ド ラ イ ブにマ ッ ピ ン グ さ れたMy
Documentsフ ォルダがあ り ます。 これによ り 、 測定データのバ ッ ク ア ッ プが容易に

な り ます。 D: ド ラ イブのデータは、 常に外部デバイ スにバッ ク ア ッ プし ておき ます。

こ う すれば、 ハード ・ ド ラ イブの交換が必要になった場合にデータ を復元でき ます。

• E: パーテ ィ シ ョ ンは Agilent 用に確保されています。 E: ド ラ イブの主要な使用目的 

は、 校正データ と ア ラ イ メ ン ト ・ データの格納です。 こ の ド ラ イ ブのフ ァ イルを変

更／上書き し ないで く だ さい。 測定器が仕様に適合し な く な るばか り でな く 、正し く  

機能し な く な る可能性も あ り ます。 この ド ラ イブをデータ ・ス ト レージに使用し ない 

で く ださ い。 工場校正データ ・ バッ ク ア ッ プ ・ ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 この ド ラ 

イブの中身もバッ ク ア ッ プする こ と を推奨し ます。
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工場校正データのバッ クア ッ プ

工場校正データ をバッ ク ア ッ プするには、 USBマウ ス と ス ト レージ ・ デバイ スが必要で

す。 以下の手順を実行し ます。 

ステ ッ プ 注記

1 マウスを測定器のUSBポー ト の1つに挿

入し ます。

2 USB メ モ リ ・ デバイスを測定器のUSB 
ポー ト の1つに挿入し ます。

3 System、 Alignments、 Backup or Restore  
Align Data...を押し ます。 

 

アラ イ メ ン ト ・ データ ・ ウ ィ ザー ドが表示されます。

4 画面上の指示に従っ て、 校正デー タ を

USB ド ラ イブにバッ クア ッ プ し、 フ ァ イ

ルを保存し ます。
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3 測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム
ハー ド デ ィ スク ・ ド ラ イブ回復プロセス

Agilent Recovery Systemは、 測定器のC: ド ラ イブ ・ パーテ ィ シ ョ ンのエ ラーの修復、 ま  

たはシステム ・ ソ フ ト ウ ェ アの元の工場設定の復元に使用でき ます。 Agilent Recovery 
Systemは、 別個の非表示ハード デ ィ ス ク ・ ド ラ イブ ・ パーテ ィ シ ョ ンにス ト ア されてい

ます。

ハードデ ィ ス ク ・ ド ラ イブでエラーを修復する と、 データやフ ァ イルが失われる可能性

が あ り ま す。 Windows の“chkdsk” エ ラ ー修復プ ロ セ ス の詳細については、 Microsoft 
Windows XPヘルプ と サポー ト セン ターのchkdsk ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。

元の工場システム ・ ソ フ ト ウ ェ アを復元し て も、 以下のア イ テムは復元されません。

• 測定器が工場から出荷された後に行われたWindowsのシステム設定。例えば、Windows
お よ びService Pack更新、 ユーザ ・ ア カ ウ ン ト 、 Windows構成設定です。 Agilent  
Recovery後、 これらの設定をや り 直す必要があ り ます。

• 測定器が工場か ら 出荷 さ れた後に イ ン ス ト ール さ れた追加 ソ フ ト ウ ェ ア。 Agilent
Recovery後、 ソ フ ト ウ ェ アを再イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

• D:またはE: ド ラ イブに保存されたデータ またはプロ グ ラ ム。

• Agilent測定アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アに対し て行われた更新。

元の工場システム・ ソ フ ト ウ ェ アを復元し て も、各種ハード ウ ェ ア・アセンブ リ のフ ィ ー

ル ド ・ プ ロ グ ラ マブル ・ ゲー ト ・ ア レ イ  (FPGA) の コー ド と 同期し ません。 こ のため、   

回復プロセスの終わ り の 後のブー ト ア ッ プ中に、 エラー ・ ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表

示される場合があ り ます。 これは通常、 回復の実行前にイ ン ス ト ールされていた ソ フ ト  

ウ ェ ア ・ バージ ョ ン と 、 回復によ って復元されたバージ ョ ンに大き な違いがあ る場合に

発生し ます。 このよ う な場合には、 ソ フ ト ウ ェ アを 新バージ ョ ンにア ッ プグレー ド し 

ます。

測定器情報の現在のアーカ イブを保持する ため、 測定器情報のルーチン ・ バッ ク ア ッ プ

の実行を推奨し ます。 これによ り 、 測定器回復システム操作を実行し た後に測定器情報 

の完全な回復が可能にな り ます。 詳細については、 「バッ ク ア ッ プ」 （62ページ） を参照

し て く だ さい。

注記
定期的なバッ クア ッ プ対策を使用する こ と を推奨し ます。 社内IT部門で、 測 

定器とデータ に適し たバッ ク ア ッ プ対策がすでに と られている可能性があ

り ます。 「システム保守」 （62ページ） を参照し て く だ さい。 Agilent Recovery   

System を定期的なバッ ク ア ッ プ対策と併用する と、 測定器ソ フ ト ウ ェ ア と

データの完全な回復が可能にな り ます。
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測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム 3
測定器回復システムの使用

ステ ッ プ 注記

1 測定器がオフ になっ ているこ と を確認し ます。

2 測定器をオンにし ます。 Agilent Technologies画面が表示された後に、

この画面が5秒間表示されます。

5 下向き矢印キーを押し て強調表示を Agilent
Recovery Systemに移動し 、Enterを押します。

3 Agilent Recovery Systemが起動し たら、 画面  

上の指示に従っ てC: ド ラ イ ブのイ メ ージを

回復し ます。

• 2、 さ らにEnterを押し て、 回復を選択し 

ます。

• 1、 さ らにEnterを押し て、 続行し ます。

• 1、 さ らにEnterを押し て、 確定し ます。 このプロセスが完了するには、 大で25分かか

る場合があり ます。

Agilent Recovery Systemを終了する と、 測定器がリ ブー ト し ます。 元の工場測定器システムが復  

元されたら、 測定器は以下のプロセスを再実行し ます ： 「アナラ イザの電源を初めてオンにする

場合」 （12ページ）。 

後のリ ブー ト 後に、 XSAアプ リ ケーシ ョ ンのスプラ ッ シュ画面に、 エラー ・

ダイアログ ・ ボ ッ ク スが表示される場合があ り ます。 これは通常、 回復の実

行前にイ ンス ト ールされていたソ フ ト ウ ェ ア ・ バージ ョ ン と、 回復によ っ て

復元されたバージ ョ ンに大きな違いがある場合に発生し ます。 例えば、 バージ ョ ンA.02.06から 

A.01.75に回復し た場合に、 よ く 起こ り ます。 .

注記
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3 測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム
以下の手順では、 測定器のさ まざまなプログラ マブル ・ ゲー ト ・ アレ イに常駐するプログラム ・

コー ド を復元し たシステム ・ ソ フ ト ウ ェ ア と同期させる測定器ソ フ ト ウ ェ アのコ ピーをロー ド し

ます。

ソ フ ト ウ ェ アの削除

ステ ッ プ 注記

1 USBキーボー ド と マウスを測定器に接続し 

ます。

2 デフ ォル ト ・ ユーザ （測定器） から ログアウ

ト し ます ：

•  Start、 Log Off、 Log Offを選択し ます。

3 ログイ ン・プロンプ ト で、以下を入力し ます：

• ユーザ名 ： 管理者

• パスワー ド ： agilent4u

4 アナラ イザ・ アプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス

ト ールし ます ：

• ス ター ト 、 コ ン ト ロールパネル、 プログラ

ムの追加と削除を選択し ます。

• Agilent X-Series Signal Analyzer Application    
ま たはAgilent MXA Application を 検索 し、  

削除を選択し ます。

• 選択 し たアプ リ ケーシ ョ ン と その機能を

すべて削除する プ ロ ン プ ト が表示 さ れた

ら、 はいを選択し ます。 表示されるポ ッ プ

ア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウに対し て、OKを選択し

ます。

• ソ フ ト ウ ェ アのア ン イ ン ス ト ールが完了

し たら、 終了を選択し ます。

5 アナラ イザが再起動するのを待ちます。
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測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム 3
ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

ステ ッ プ 注記

1 デフ ォル ト ・ ユーザ （測定器） から ログ 

アウ ト し ます ：

•  Start、 Log Off、 Log Offを選択し ます

2 ログイ ン ・ プロンプ ト で、以下を入力し ます ：

• ユーザ名 ： administrator
• パスワー ド ： agilent4u

3 C ド ラ イブに移動し ます ：

• ス ター ト 、 マイ コ ンピュータ、 C: ド ラ イブ

を ク リ ッ ク し、Tempフ ォルダを開きます。

4 ソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ンス ト ーラ ・ プログラム

を検索し ます ：  
“XSA_Installer_A.XX.XX.exe”または 
“MXA_Installer_A.XX.XX.exe”

5 installer.exeをダブルク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ーラが起動するのに、 1、 2分かかる場

合があり ます。

6 ウ ィ ン ド ウが表示され、 抽出プロセスが 

示されます。

抽出画面の直後には、 短時間、 画面上に動作が

表示 さ れない場合があ り ます。 デス ク ト ッ プ 

が短時間表示される こ とがあり ます。

7 画面上のプロ ンプ ト に従っ て、 イ ンス ト ー

ルを続行し ます。

Programming FPGAs...Do Not turn off power to the instrumentと        

い う メ ッ セージが表示されたら、 そのと お り に し て、 いかなる理由があっ て

も、この時点で測定器の電源をオフにし ないで く だ さい。 このプロセスが中断 

された場合は、 通常、 測定器をAgilentサービス ・ セン ターに送り返し て、 再び使用できるよ う

に修理する必要があり ます。

警告
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3 測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム
新バージ ョ ンの測定器ソ フ ト ウ ェ アは、 以下のWebサイ ト で入手可能です。 

http://www.agilent/co.jp/find/xseries_software 　

イ ンス ト ール・ プロセスには、 大で45分かかり ます。 測定器の電源をオフに 

し ないで く だ さ い。 重大な損傷が生じ る可能性があ り ます。 ポ ッ プア ッ プ ・

ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 OKまたはIgnoreを押し て続行し ます。

8 イ ンス ト ールが完了し たら、 Yesを選択し ま

す。 コ ンピ ュー タ を今すぐ再起動し たい場

合は、 Finishを選択し ます。

9 測定器を再起動する と、 新たにイ ンス ト ー

ル さ れたX シ リ ーズ測定器 ソ フ ト ウ ェ ア ・

バージ ョ ンが動作し ます。

注記
システムをよ り 新に近い作業状態に完全に回復するには、 追加の回復ス

テ ッ プが必要です。 これには、 アプ リ ケーシ ョ ン と デー タの再イ ンス ト ー 

ル、システムのカス タ マイズの実行を含めた、ユーザ独自の測定器設定バッ

クア ッ プの復元が含まれます。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

ステ ッ プ 注記

注記
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測定器のオペレーテ ィ ング ・ システム 3
回復プロンプ ト のタ イ ミ ングの設定

以下のステ ッ プを実行する と、 測定器の電源投入プロセスが回復プロセスの選択を待つ

タ イ ミ ングを設定でき ます。 

ステ ッ プ 注記

1 マイ コ ンピ ュータ を右ク リ ッ ク し、 

プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。

システムのプロパテ ィ ・ タ ブ ・ ページが表示さ

れます。

2 詳細設定タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3 起動と回復セクシ ョ ンで、 設定を ク リ ッ ク 

し ます。

4 起動システムセクシ ョ ンで、

• オペレーテ ィ ングシステムの一覧を表示

する時間チ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク スを ク リ アす

るかまたは、

• 必要な と きに修復オプシ ョ ン を表示する

時間チ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス を選択 し て、 遅

延に合わせて秒数を変更し ます。

注記
これらの設定を変更するには、 管理者と し てログイ ンする必要があ り ます。

詳細については、 「ユーザ ・ アカウン ト 」 （44ページ） を参照し て く だ さい。
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Agilent Xシ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザ

入門ガイ ド
4
Microsoft Windows XPの使用

「マウ スがない場合のWindowsの移動」 （74ページ）

「 リ モー ト ・デス ク ト ッ プ：Xシ リ ーズ・シグナル・アナラ イザの リ モー ト 使用」（78ページ）

「内蔵Webサーバ ： Xシ リ ーズ ・ シグナル ・ アナラ イザの リ モー ト 使用」 （92ページ）

「表示およびウ ィ ン ド ウのキ ャプチャ／プ リ ン ト 」 （103ページ）

「Windowsのシ ョ ー ト カ ッ ト およびその他のタ ス ク」 （104ページ）

注記
このセ ク シ ョ ンで説明し ている機能は、 Microsoft Windows XPの機能です。  

以下の説明は、 これらの機能を測定器で使用するための指針を示し ていま

す。 詳細については、 Windows XPのヘルプ ・ ド キュ メ ン ト を参照し て く だ  

さ い。 ご使用のバージ ョ ンのWindowsがこれらの手順に対応し ていない場 

合もあ り ます。

これらの機能を フルに活用するには、 外部キーボー ド と マウスが必要です。
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4 Microsoft Windows XPの使用
マウスがない場合のWindowsの移動

キーを押す 動作

Esc Windowsダイアログ・ボ ッ クスを終了し、閉じ ます （アプ リ ケーシ ョ ン ・ウ ィ

ン ド ウは終了し ません）

Enter 現在の 「デフ ォル ト 動作」 を実行し ます。 メ ニュー項目またはボタ ンが現在 

強調表示されている場合は、Enterキーでそのメ ニュー項目またはボタ ンをア

ク テ ィ ブにし ます。

Alt アク テ ィ ブなウ ィ ン ド ウのプルダウン ・ メ ニュー ・ バーにフ ォーカス／コ ン

ト ロールを移動し ます。

右向き矢印 プルダウン・ メ ニュー： 1つ右のメ ニューを開 く か、サブ メ ニューを開きます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスで ： オプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択し ます。

左向き矢印 プルダウン ・ メ ニューで ： 1つ左の メ ニューを開 く か、 サブ メ ニューを開き 

ます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスで ： オプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択し ます。

上向き矢印 プルダウン ・ メ ニューで ： メ ニューの1つ上にある選択に移動し ます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスで ： オプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択し ます。

下向き矢印 プルダウン ・ メ ニューで ： メ ニューの1つ下にある選択に移動し ます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスで ： オプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択し ます。

Tab ダイアログ ・ ボ ッ クスで ： 次／前のフ ィ ールド に移動し ます。

Del 現在選択されているアイテムを削除し ます。

Alt＋Tab 次／前のアプ リ ケーシ ョ ン間を切り替えます。

Alt＋Enter 現在選択されているアイテムのプロパテ ィ を表示し ます。

Alt＋Esc アイテムを、 開いた順番で巡回し ます。

Backspace マイ コ ンピ ュータ またはWindows Explorerで ： 1つ上のレベルに移動し ます。

Internet Explorerで ： BACK矢印キーと同様に機能し ます。

Ctrl + 左向き矢印 一度に1ワー ド ずつ左に移動し ます。

Ctrl + 右向き矢印 一度に1ワー ド ずつ右に移動し ます。

Ctrl＋Tab ダイアログ ・ ボ ッ クスで ： 次／前のタ ブ位置に移動し ます。

Alt＋Space 現在アク テ ィ ブのウ ィ ン ド ウのウ ィ ン ド ウ制御メ ニューを開きます。 

ウ ィ ン ド ウの 小化、 大化、 移動、 復元 （サイズ変更） が可能です。

Ctrl＋Esc Windowsのス ター ト ・ メ ニューを開きます。

Ctrl＋Alt＋Delete Windowsタ スク ・ マネージャ を開きます。
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Microsoft Windows XPの使用 4
マウスを使用し ない対話形式のヘルプ ・ システムの使用

メ ニューのヘルプ ・ ウ ィ ン ド ウを開 く には ： 目的のメ ニューを選択し、 フ ロン ト ・ パネルの緑のHelp
キーを押し ます。

ナビゲーシ ョ ン枠と項目枠を切り替えるには ： Next Windowキーを押し 

ます。

ナビゲーシ ョ ン枠で ： 項目枠で ：

項目リ ス ト を上下にスク ロール 

するには ： 

上向きまたは下向き矢印キーを 

押し ます。

上下にスク ロールするには ： 

上向きまたは下向き矢印キー 

を押し ます。

選択し た項目のツ リー階層を 

表示する／非表示にするには ： 

右向きまたは左向き矢印キーを 

押し ます。

次のページまたは前の 

ページに移動するには ： 

Tabキーを使用し て、 

右向きまたは左向き 

ポ イ ン タ ・ ボ タ ン （項目枠）

を選択し ます。 

Enterを押し ます。

選択し た項目を表示するには ： 

Enterを押し ます。

左右にスク ロールするには ： 

Ctrl＋左向き矢印、右向き矢印、

上向き矢印ま たは下向き矢印

キーを押し ます。

前後に移動するには ： 

Alt＋左向き または右向き

矢印キーを押し ます。

タ ブを切り替えるには ： 

Ctrl＋Tabキーを押し ます。

Helpウ ィ ン ド ウを閉じ るには ： 

Cancel (Esc)キーを押し ます。

 

 

ナビゲーシ ョ ン ・ 

タ ブ

ナビゲーシ ョ ン 

枠

ト ピ ッ ク 

枠

Help ウ ィ ン ド

ソ フ ト キーは表示
されたまま （ソ フ
ト キー を 押す と、
そのキーのヘルプ
が表示されます）
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4 Microsoft Windows XPの使用
マウスを使用し ないAcrobat (PDF) のナビゲーシ ョ ン

Acrobat (PDF) ド キュ メ ン ト を開 く と、 以下に示すよ う に、 Adobe Readerウ ィ ン ド ウに表示されます。

ナビゲーシ ョ ン枠で ： ド キュ メ ン ト 枠で ：

次／前のブ ッ クマークに移動する 

には ： 

上向きまたは下向き矢印キーを 

押し ます。

上下にスク ロールするには ： 

上向きまたは下向き矢印キーを 

押し ます。

選択し たブ ッ クマークの階層を 

表示する／非表示にするには ： 

右向きまたは左向き矢印キーを 

押し ます。

ズームイ ン／ズームアウ ト するには： 

Alt＋左向きまたは右向き矢印キーを 

押し ます。

選択し たブ ッ クマークの内容を 

表示するには ： 

Enterキーを押し ます。

以下に合わせてズームする ：

a) ページをウ ィ ン ド ウに合わせる ： Ctrl＋0キーを押し ます

b) 実際のページ・サイズに合わせる：Ctrl＋1キーを押し ます

c) ページを幅に合わせる ： Ctrl＋2キーを押し ます

c) 可視オブジ ェ ク ト 合わせる ： Ctrl＋3キーを押し ます

タ ブを切り替えるには ： 

Ctrl＋Tabキーを押し ます。

ナビゲーシ ョ ン枠 ド キュ メ ン ト 枠

ナビゲーシ ョ ン
枠
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Microsoft Windows XPの使用 4
サムネール、 表示ページ を選択す

るには （Pagesタ ブから） ：  
左向き／右向き／上向き／下向き   
キーを押し て移動し、 Enter を押し

て選択し たページを表示し ます。

特定のページに移動するには ： 

Next Windowキーを押し てGo to Page 
ダイアログを開き、 テンキーを使って 

ページ番号を入力し、 Enterを押し ます。

ド キュ メ ン ト を全部または一部プ リ ン ト するには ： 

Printキーを押し て、 Adobe Reader Print Dialogを開き、  
Tabキーを使用し てオプシ ョ ンを設定し、 OKを選択し てプ リ ン ト し ます。

Adobe Readerを終了するには ： 

Alt＋Selectキーを押し て、 File メ ニューを開きます。 

下向き矢印キーを使用し てExitを選択し、 Enterを押し ます。

ナビゲーシ ョ ン枠で ： ド キュ メ ン ト 枠で ：
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リ モー ト ・ デスク ト ッ プ ： Xシ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザの

リ モー ト 使用

測定器の リ モー ト 制御のために、 Windowsの リ モー ト ・ デス ク ト ッ プを推奨し ます。 す 

べて対話形式で制御するので、 測定器を直接制御するの と ほぼ同じです。 内蔵Webサー 

バのイ ン タ フ ェース を使用し て、 測定器を リ モー ト 制御する こ と も可能です。 内蔵Web 
サーバ機能は、 測定器へのロ グ イ ンが不要な通信方法を提供し ます。 ただし、 応答時間 

が遅 く な るので、 測定器の制御が必要のないセ ッ ト ア ッ プやデータ交換だけに使用し て

く だ さい。

こ の機能をフルに活用するには、 外部キーボード と マウ スが必要です。

リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ操作の概要

測定器の リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ機能を使用する こ と によ り 、 測定器の前に座っている

かのよ う に、 リ モー ト ・ コ ンピ ュータから測定器を制御し た り 、 測定器と対話する こ と

ができ ます。

測定器を リ モー ト 接続用に設定し、 別のコ ン ピ ュータ を リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ ・ ホス

ト と し て機能する よ う に設定すれば、 リ モー ト ・ コ ンピ ュータから測定器にコマン ド を

送信し て、 リ モー ト ・ コ ン ピ ュータの画面上に測定器の画面を表示する こ と ができ ます。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 リ モー ト 接続用の測定器の設定方法を詳細に説明し ます。さ らに、

32ビ ッ ト ・ バージ ョ ンのMicrosoft Windowsを リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ ・ ホ ス ト と し て 

実行する コ ンピ ュータのセ ッ ト ア ッ プ方法について も説明し ます。

リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ操作のセ ッ ト ア ッ プ

測定器のセ ッ ト ア ッ プ

測定器を リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ接続によ って制御するには、 リ モー ト ・ コ ンピ ュータ

からの接続を許可する よ う に設定する必要があ り ます。 

注記
リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ機能は、 Microsoft Windows XPの機能の1つです。  

以下の説明は、 これらの機能を測定器で使用するための指針を示し ていま

す。 詳細については、 Windows XPのヘルプ ・ ド キュ メ ン ト を参照し て く だ  

さ い。 Windowsの進化に伴っ て、 これらの手順が正確でな く なっ ている場 

合もあり ます。
78 入門ガイ ド



Microsoft Windows XPの使用 4
 リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ操作の基本的なセ ッ ト ア ッ プ

リ モー ト ・
デスク ト ッ プ ・
コ ン ト ローラ

X シ リーズ ・
シグナル ・ アナラ イザ

キーボー ド／マウス入力

表示コ ンテンツ

LAN接続 （イーサネ ッ ト ）

リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ接続のセ ッ ト ア ッ プ

ステ ッ プ 注記

1 この操作を実行するには、測定器に対する

管理者レベルのアクセス権が必要です。

2 測定器で、Windowsのコ ン ト ロールパネル

を開きます。

• 測定器のアプ リ ケーシ ョ ンから、システ

ム、 コ ン ト ロールパネル、  
または、 

• Windowsのデスク ト ッ プから 、スタ ー ト 、

コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク し ます。

3 システムを選択し ます。

• コ ン ト ロールパネルのカ テゴ リ 表示か

ら、パフ ォーマンス と メ ンテナンスを ク

リ ッ ク し、 システムを ク リ ッ ク し ます 。 

または、

• コ ン ト ロールパネルのク ラ シ ッ ク表示

から 、システムをダブルク リ ッ ク し ます。

4 リ モー ト タ ブを ク リ ッ ク し ます 。 必要に応じ て リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ接続を許可

するよ う にイ ン ターネ ッ ト 接続の共有または個人

用フ ァ イ アウ ォールを設定する よ う に知らせる、

警告 メ ッ セージが表示されます。 このよ う な設定 

の詳細については、 本書では説明し ません。

5 このコ ン ピ ュー タ が リ モー ト で制御 さ れ

るのを許可するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス を ク

リ ッ ク し ます。

6 ユーザを追加するには、 リ モー ト ・ ユーザ

の選択、 追加を ク リ ッ ク し ます。

• 画面上の指示に従います。
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リ モー ト ・ コ ンピ ュータのセ ッ ト ア ッ プ

セ ッ ト ア ッ プする リ モー ト ・ コ ン ピ ュータがWindows XPを実行し ているか、 別のバー 

ジ ョ ンのMicrosoft Windowsを実行し ているかによ って、 手順は異な り ます。

Windows XPを実行する リ モー ト ・ コ ンピ ュータ   Windows XP には リ モー ト ・ デ ス ク 

ト ッ プ接続ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アが含まれているので、 追加のセ ッ ト ア ッ プは不

要です。

別のバージ ョ ンのWindowsを実行する リ モー ト ・ コ ンピ ュータ   32 ビ ッ ト バー ジ ョ ン

のWindows (Windows 95、 98、 ME、 NT4、 2000) を使用し て、 リ モー ト ・ デス ク ト ッ   

プ接続用の ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ール／実行する こ と ができ ます。 た 

だし、ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アが含まれているWindows XPのイ ン ス ト ールCD-ROM 
を用意する必要があ り ます。

測定器のコ ンピ ュータ名の検索方法

リ モー ト ・ コ ン ピ ュータ を測定器に接続する には、 コ ン ピ ュータ名が必要です。 コ ン 

ピ ュータ名を表示するには、 以下の手順を実行し ます。

注記
以下の手順は、 Microsoft社が提供する ソ フ ト ウ ェ ア と 関連があ り ます。

Agilentは、 このよ う なソ フ ト ウ ェ アの操作に関し ては保証し ません。 以下 

に説明する手順は、将来、Microsoft社によ って変更される場合があり ます。

ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

ステ ッ プ 注記

1 初期画面が表示された ら、 追加のタ ス ク を

実行するを ク リ ッ ク し ます。

2 実行する操作の選択画面から、 リ モー ト ・デ

ス ク ト ッ プ接続 を セ ッ ト ア ッ プ す る を ク

リ ッ ク し ます。

リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ接続InstallShieldウ ィ

ザー ドが表示されます。 

3 次へを ク リ ッ ク し ます。  ウ ィ ザー ドの画面上の指示に従います。

4 イ ンス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ アにア

ク セスするには、 ス タ ー ト > すべてのプ ロ  

グラム > ア クセサリ  > 通信 > リ モー ト ・ デ      

スク ト ッ プ接続を ク リ ッ ク し ます。

Agilentアプ リ ケーシ ョ ンからの名前の検索

ステ ッ プ 注記

• 測定器のフ ロン ト ・ パネルのSystem、 

Show、 Systemを押し ます。

各種パラ メ ータのリ ス ト ・ページが表示されま

す。 測定器の コ ン ピ ュ ー タ 名 は、 Computer
Nameの横のリ ス ト に示されています。 
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Windowsのデス ク ト ッ プからの名前の検索 （マウスを使用） ：

ステ ッ プ 注記

1 ス タ ー ト 、 コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク

し ます。

コ ン ト ロールパネル・ウ ィ ン ド ウがカテゴ リ表示

で表示された場合は、パフ ォーマンス と メ ンテナ

ンス、 システムと ク リ ッ ク し て、 システムのプロ

パテ ィ ・ ダイアログを表示し ます。 コ ン ト ロール

パネルがク ラシ ッ ク表示で表示された場合は、シ

ステムをダブルク リ ッ ク し て、システムのプロパ

テ ィ ・ ダイアログを表示し ます。

2 システムのプロパテ ィ ・ ダイ アログのコ ン

ピ ュータ名タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3 システムのプロパテ ィ ・ ダイ アログを閉じ

るには、 キャ ンセルを ク リ ッ ク し ます。

Windowsのデス ク ト ッ プからの名前の検索 （マウスを使用し ない） ：

ステ ッ プ 注記

1 Ctrl ＋ Esc を押し て、 Windows のス ター ト メ

ニューを表示し ます 。

2 上向き矢印キーまたは下向き矢印キーを使

用し て、 コ ン ト ロールパネルを選択し ます。

3  Enterを押し て、 コ ン ト ロールパネル ・ ダイ 

アログを開きます。

4 カテゴ リ表示で、 Tabを押し てパフ ォーマン

ス と メ ンテナンスを選択し、 Tabを再度押し

てシステムを選択するか、 

または、 
ク ラシ ッ ク表示で、 Tab と矢印を押し てシス

テムを選択し、 Enterを押し ます。

システムのプロパテ ィ ・ ダイアログが表示され

ます。 

5 コ ンピ ュータ名タ ブが選択されるまで、 

Ctrl＋Tabを押し ます 。
コ ンピ ュータ名がフル・ コ ンピ ュータ名の下に

表示されます。

6 Tabを押し てキャ ンセルボタ ンを選択し、 

Enterを押し ます。

7 コ ン ト ロールパネル ・ ダ イ アログを閉じ る

には、

• Alt＋Selectを押し て、フ ァ イルド ロ ッ プダ

ウン ・ メ ニューを開きます。

• 閉 じ る メ ニ ュ ー項目が選択 さ れる ま で、

下向き矢印を押し ます。

• Enter を押し て、 コ ン ト ロールパネル ・ ダ

イアログを閉じ ます。
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リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの実行

リ モー ト ・ デスク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの初期化

「 リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ操作のセ ッ ト ア ッ プ」 （78ページ） の説明に従って測定器 と リ

モー ト ・ コ ンピ ュータ を リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ接続用にセ ッ ト ア ッ プし た ら、 いつで

も リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを開始でき ます。

リ モー ト ・ コ ン ピ ュータの画面上に測定器の画面が表示されます。 測定器を リ モー ト で 

使用し ている場合は測定器のフ ロ ン ト ・ パネル ・ キーを使用でき ないので、 フ ロ ン ト パ

ネル ・ キーの機能を実行する別の3つの方法を用いる こ と ができ ます （詳細については、

以下のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い）。

注記
リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン を初期化するには、 測定器のコ ン

ピ ュー タ名が必要です。 コ ン ピ ュー タ名を測定器の画面上に表示するに

は、 「測定器のコ ンピ ュータ名の検索方法」 （80ページ） のセクシ ョ ンの手

順に従います。

セ ッ シ ョ ンの開始

ステ ッ プ 注記

1 ス ター ト  > すべてのプログラム > アクセサ    

リ  > 通信> リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ接続を   

ク リ ッ ク し ます。

リ モー ト ・ デスク ト ッ プ接続ダイアログが表示

されます。

2 測定器のコ ンピ ュータ名を入力し ます。

3 接続を ク リ ッ ク し ます。 ログイ ン・ダイアログ・ボ ッ クスが表示されます。

4 ログイ ン ・ アカウン ト 名とパスワー ド を 

入力し ます。

デ フ ォ ル ト の ア カ ウ ン ト 名は Instrument、 デ

フ ォル ト のパスワー ド はmeasure4uですが、 こ

れらのパラ メ ー タ は測定器のユーザが変更す

る こ とができます。

注記
 測定器に リ モー ト ・ ログイ ンできるのは、 現在のユーザまたは管理者だけ 

です。 測定器の現在のユーザを確認するには、 ス ター ト ・ メ ニューに現在

のユーザ名が表示されるまで、 測定器のCtrl＋Escを押し ます。 測定器に現 

在ログイ ン し ているユーザがいない場合は、 測定器の正規ユーザであれば

リ モー ト ・ ログイ ンできます。
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• 「 リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ操作用 メ ニューの表示」 （86ページ）

• 「 リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ操作用のキーコード ・ コマン ド」 （87ページ）

• 「仮想フ ロ ン ト ・ パネル」 （91ページ）

リ モー ト ・ デスク ト ッ プのオプシ ョ ンの設定

ステ ッ プ 注記

1 リ モ ー ト ・ デ ス ク ト ッ プ 接続 メ

ニューで、オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し

ます。

オプシ ョ ン ・ ダイアログにはタ ブがい く つかあ り ます。

通常は、 デフ ォル ト 設定であれば問題あり ません。 

2 全般タ ブのコ ンピ ュータ名、ユーザ

名、ド メ イ ン名が正し く 設定されて

いる こ と を確認し ます。

パスワー ド を保存するボ ッ ク スを ク リ ッ ク し て、 パス

ワー ド を入力し、その後のセ ッ シ ョ ン用に保存する こ と

もできます。
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3 画面タ ブを ク リ ッ ク し ます。

• リ モー ト ・デスク ト ッ プのサイズ

では、 表示する測定器の画面の

ウ ィ ン ド ウ・サイズを選択する こ

とができます。 1024×768ピ クセ

ルよ り 小 さ いサイ ズは選択 し な

いで く だ さ い。 1024×768 よ り 小 

さいリ モー ト ・ デスク ト ッ プ ・ サ

イズを選択する と、測定器の画面

が フ ル表示 さ れません。 こ のよ 

う な場合には、 スク ロール・ バー

が表示されないので、画面の一部

にアクセスできな く な り ます。

• 画面の色では、15ビ ッ ト 以上を使

用する設定を選択する こ と も可

能です。 15 ビ ッ ト 未満の色設定 

を選択し た場合は、デ ィ ザリ ング

が発生し、 リ モー ト ・ デスク ト ッ

プ・ウ ィ ン ド ウの色表現が正確で

な く な り ます。

4 ロー カル リ ソ ース タ ブ を ク リ ッ ク

し ます。

• デ ィ スク ド ラ イブチ ェ ッ ク・ボ ッ

クスを選択する と、 リ モー ト ・ デ

ス ク ト ッ プ と ローカルPCの間で

データ を転送できます。  
デー タ を転送する には、 リ モー

ト ・ コ ンピ ュータのタ スクバー上

のス ター ト を ク リ ッ ク し、マイ コ

ン ピ ュ ー タ を ク リ ッ ク し ま す。

Explorerがリ モー ト ・ コ ン ピ ュー

タ 上で起動 し、 リ モー ト ・ コ ン

ピ ュータ と ローカル・ コ ンピ ュー

タ の ド ラ イ ブが表示 さ れま す。

これで2つのデ ィ スク ・ ド ラ イブ

間でコ ピー ・ アン ド ・ ペース ト す

る こ とができます。

ステ ッ プ 注記
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5 エクスペリ エンス タ ブを ク リ ッ ク 

し ます。

リ モー ト ・デスク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのパフ ォーマンス

を 適化するには、 ド ロ ッ プダウン ・ リ ス ト から適切な

接続フ ォーマ ッ ト を選択し ます。

ステ ッ プ 注記
入門ガイ ド 85



4 Microsoft Windows XPの使用
リ モー ト ・ デスク ト ッ プ操作用メ ニューの表示

マ ウ ス を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンの表示ウ ィ ン ド ウ で右 ク リ ッ ク する と 、 以下の リ

モー ト ・デス ク ト ッ プ ・ メ ニューが表示されます。 これらの メ ニューをフ ロ ン ト パネル・

キーの代わ り に使用する こ と も でき ます。

メ ニューの各選択項目の機能は通常、 対応する フ ロ ン ト パネルー ・ キーの機能と同じで

す。 以下に、 追加機能を示し ます。

Exit－こ の項目を選択する と 、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アが終了し ます。

Utility > Page Setup－こ の項目を選択する と、プ リ ン タ設定ダ イ ア ロ グが開き ます。

Utility > Virtual Front Panel－こ の項目を選択する と、仮想フ ロ ン ト ・パネル・ ウ ィ     

ン ド ウが開き ます （「仮想フ ロ ン ト ・ パネル」 （91ページ） のセ ク シ ョ ンを参照）。

注記
マウスまたはその他のポイ ンテ ィ ング ・ デバイスが接続されていれば、 測

定器を直接使用する際に メ ニューを使用できます。
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リ モー ト ・ デスク ト ッ プ操作用のキーコー ド ・ コマン ド

測定器を リ モー ト ・デス ク ト ッ プ・モード で使用し ている場合は、以下の リ モー ト ・ キー

ボード ・ キーの組み合わせを使用し て、 測定器のフ ロ ン ト パネル ・ キーの操作を実行す

る こ と ができ ます。

Agilent X シ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザ
リ モー ト ・ デスク ト ッ プ ・ キーコー ド

キーコー ド ・ コ マン ド

以下のフ ロン ト パネル ・ キーを実行するには ： リ モー ト ・ コ ンピ ュータのキーボー ドの
以下のキーを押し ます ：

AMPTD Y Scale 　 Ctrl＋Shift＋A

Auto Couple 　 Ctrl＋Shift＋C

Bk Sp 　 Backspace 　

BW 　 Ctrl＋Alt＋B

Cancel (Esc) 　 Esc 　
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Cont 　 Ctrl＋Alt＋C 　

Ctrl 　 Ctrl 　

音量低減 ボ リ ューム ・ コ ン ト ロール ・ スラ イダ

Del 　 Delete 　

下向き矢印 下向き矢印

Enter 　 Enter (Return)

File 　 Ctrl+Shift+L

FREQ Channel 　 Ctrl＋Shift＋F

Full Screen 　 Ctrl＋Shift＋B

Help 　 F1 　

音量増加 ボ リ ューム ・ コ ン ト ロール ・ スラ イダ

Input/Output 　 Ctrl＋Shift＋O

左向き矢印 左向き矢印

Marker 　 Ctrl＋Alt＋K

Marker -> 　 Ctrl＋Alt＋N

Marker Function 　 Ctrl＋Alt＋F

Meas 　 Ctrl＋Alt＋M

Meas Setup 　 Ctrl＋Alt＋E

Menu (Alt) 　 Alt

Mode 　 Ctrl＋Shift＋M

Mode Preset 　 Ctrl＋M

Mode Setup 　 Ctrl＋Shift＋E

Mute 　 ボ リ ューム ・ コ ン ト ロールのMuteチ ェ ッ

ク ・ ボ ッ クス

次のウ ィ ン ド ウ Ctrl＋Shift＋N

Peak Search Ctrl＋Alt＋P

プ リ ン ト Ctrl＋P

Quick Save 　 Ctrl＋Q

Recall 　 Ctrl＋R

Restart 　 Ctrl＋Alt＋R

キーコー ド ・ コ マン ド

以下のフ ロン ト パネル ・ キーを実行するには ： リ モー ト ・ コ ンピ ュータのキーボー ドの
以下のキーを押し ます ：
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Return 　 Ctrl＋Shift＋R

右向き矢印 右向き矢印

Save 　 Ctrl＋S

Select 　 スペース ・ バー

Single 　 Ctrl＋Alt＋S

ソ フ ト キー 1 Ctrl＋Shift＋F1

ソ フ ト キー 2 Ctrl＋Shift＋F2

ソ フ ト キー 3 Ctrl＋Shift＋F3

ソ フ ト キー 4 Ctrl＋Shift＋F4

ソ フ ト キー 5 Ctrl＋Shift＋F5

ソ フ ト キー 6 Ctrl＋Shift＋F6

ソ フ ト キー 7 Ctrl＋Shift＋F7

Source 　 Ctrl＋Alt＋U

SPAN X Scale 　 Ctrl＋Shift＋S

分割表示 Ctrl＋L

Sweep/Control 　 Ctrl＋Shift＋W

System 　 Ctrl＋Shift＋Y

Tab 　 Tab 　

Trace/Detector 　 Ctrl＋Alt＋T

Trigger 　 Ctrl＋Shift＋T

上向き矢印 上向き矢印

User Preset 　 Ctrl＋U

View/Display 　 Ctrl＋Shift＋V

Zoom 　 Ctrl＋Shift＋Z

1 　 1a 　

2 　 2a 　

3 　 3a 　

4 　 4a 　

5 　 5a 　

6 　 6a 　

キーコー ド ・ コ マン ド

以下のフ ロン ト パネル ・ キーを実行するには ： リ モー ト ・ コ ンピ ュータのキーボー ドの
以下のキーを押し ます ：
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リ モー ト ・ デスク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの終了

測定器か ら リ モー ト ・ コ ン ピ ュータ を切断し、 セ ッ シ ョ ンを終了する方法は2通 り あ り

ます。

7 　 7a 　

8 　 8a 　

9 　 9a 　

– 　 必要に応じ て、 –キーを使用し て負の値を

入力し ますa

. （小数点） . （ピ リ オ ド） a

0 （ゼロ） 0 （ゼロ） a 　

a. テンキーを備えた リ モー ト ・ キーボー ドの場合は、 該当するテンキーのキーまたは 

メ イ ン ・ キーパッ ド のキーのどち らかを使用し ます。

注記
リ モー ト ・ コ ンピ ュータのキーボー ド のCtrl＋Alt＋Deleteを押し た場合は

必ず、 測定器ではな く 、 リ モー ト ・ コ ンピ ュータに影響が生じ ます。 通常 

は、 このキーの組み合わせを押すと、 Windowsのタ スク ・ マネージャが表

示されます。 このため、 リ モー ト ・ コ ンピ ュータ でこのキーの組み合わせ

を押し ても、 測定器を リ ブー ト する こ とはできません。

ステ ッ プ 注記

1 Xを ク リ ッ ク し、 OKを ク リ ッ ク し ます。 全画面表示の場合は、 Xはウ ィ ン ド ウの中央上

部に表示されます。

全画面表示以外の場合は、 Xはウ ィ ン ド ウのタ

イ ト ル ・ バーの右側の赤いボ ッ クス内に表示さ

れます。

または

2 リ モー ト ・ デス ク ト ッ プが全画面表示の場

合は、 カーソルをウ ィ ン ド ウの左下に移動

し ます ：

• ス ター ト 、 切断を ク リ ッ ク し ます。

• 切断を ク リ ッ ク し ます。

切断するかど うか確認を求められます。

キーコー ド ・ コ マン ド

以下のフ ロン ト パネル ・ キーを実行するには ： リ モー ト ・ コ ンピ ュータのキーボー ドの
以下のキーを押し ます ：
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仮想フ ロン ト ・ パネル

仮想フ ロ ン ト ・ パネルは、 フ ロ ン ト パネル ・ キー ・ セ ッ ト に相当する ソ フ ト ウ ェ アで、

測定器を制御する ためのも う 1つの方法です。 測定器 （ リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ） の画面 

上の別のウ ィ ン ド ウに表示する こ と も可能です。

マウ ス を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンの表示ウ ィ ン ド ウで右ク リ ッ ク し、 ユーテ ィ リ テ ィ

> 仮想フ ロ ン ト ・ パネルを選択し ます。 以下に示すよ う な仮想フ ロ ン ト ・ パネルが表示  

されます。

仮想フ ロ ン ト ・ パネルのボタ ンを ク リ ッ クする と、 対応する測定器のフ ロ ン ト パネル ・

キーの操作が実行されます。 パネルの左側にあ る Key 1から Key 7までのボタ ンは、 各ソ  

フ ト キーの操作を実行し ます。Rpg Upキーと Rpg Downキーは、ノ ブの操作を実行し ます。

注記
マウスまたはその他のポイ ンテ ィ ング ・ デバイスが接続されていれば、測定

器を直接使用する場合に仮想フ ロン ト ・ パネルを使用する こ と もできます。
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内蔵Webサーバ ： Xシ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザのリ モー ト 使用

測定器は、 内蔵WebサーバまたはWindows リ モー ト ・ デス ク ト ッ プを使用し て制御する

こ と ができ ます。 内蔵Webサーバは、 測定器のユーザ ・ アカ ウ ン ト にロ グ イ ン し た く な 

い場合に 適です。 これに よ り 、 現在のユーザを ロ グオフ し な く て も、 表示を見た り 、 

測定器を制御する こ と ができ ます。 入力デバイ ス と し て リ モー ト ・ コ ン ピ ュータのキー 

ボード が必要な場合 （例えば、 フ ァ イル名を変更し た り 、 タ イ ト ルを設定する場合） は、

Windowsの リ モー ト ・ デス ク ト ッ プを使用し て く だ さい。 Windowsの リ モー ト ・ デス ク 

ト ッ プはまた、 通常は応答時間が高速です。

イ ン ターネ ッ ト 経由での測定器へのアクセス

イ ン ターネ ッ ト と World Wide Web、 ま たはローカル ・ イ ン ターネ ッ ト 経由で、 内蔵の  

Webサーバ機能を使用し て、 測定器にア ク セス し て制御する こ と ができ ます。 こ のセ ク 

シ ョ ンでは、 こ の機能の使用方法を詳細に説明し ます。

Windowsの リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ機能を使用し て、 測定器にア ク セス／制御する こ と

も可能です （詳細については、 「 リ モー ト ・ デス ク ト ッ プ ： Xシ リ ーズ ・ シグナル ・ アナ

ラ イザの リ モー ト 使用」 （78ページ） のセ ク シ ョ ンを参照）。

測定器に内蔵されているサーバ機能は、 LXI (LAN eXtensions for Instrumentation) 規    

格に準拠し ています。 

注記
LANから測定器にアクセスするには、 ホス ト 名 （またはIPア ド レス） が必

要です。測定器の画面から この情報を検索する方法の詳細については、「測

定器のコ ンピ ュータ名の検索方法」 （80ページ） を参照し て く ださい。

測定器へのアクセス

ステ ッ プ 注記

1 測定器のホス ト 名またはIPア ド レス 

に対応するURLを入力し ます。

  この機能は、 Internet Explorer を使 

用し ている場合にだけフルサポー

ト されています。

この例では、 ホス ト 名は 「a-n9020a-10010」 です。

接続する と、初期ページ

が表示されます。

注記
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2 Advanced information about this  
Web-Enabled MXAを ク リ ッ ク し ます。

詳細な設定と構成情報が表示されます。

ペー ジの左側に

はタ ブ・セ ッ ト が

あり、測定器の構

成情報に ア ク セ

ス し た り、Webイ

ン タ フ ェ ー ス経

由で制御す る こ

とができます。 

測定器へのアクセス

ステ ッ プ 注記
入門ガイ ド 93



4 Microsoft Windows XPの使用
View & Modify Configurationタ ブの選択

ステ ッ プ 注記

1 Verify and Modify Configurationを 

ク リ ッ ク し ます。

Webページが表示されます。 このページには、 測定器

に現在割 り 当 て ら れ て い る IP ア ド レ ス と その他の

TCP/IPパラ メ ータが表示されます。

2 いずれかのModify Configuration 
ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

パスワー ド入力ダイアログが表示されます。

デフ ォル ト では、 このパスワー ド は 「agilent」 と工場

設定されています。 このパスワー ド は、 後で変更する 

こ と もできます。（パスワー ド を変更するには、測定器

のフ ロン ト ・パネルのSystem、 I/O、Config、Reset Web 
Passwordを押し ます）。

正しいパスワード を入力する と、構成変更用のWebペー

ジが表示されます。
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3 必要に応 じ て新 し い設定を入力 し、

Applyを ク リ ッ クする と、新しい設定

が有効にな り ます。

Applyを ク リ ッ クする前に、Undo Changesボタ ンを使用 

し て、 すべての設定を前の値に戻すこ と もできます。 

4 Start Identify と Stop Identifyを使用し  

て、 測定器のLXIステータ ス ・ イ ンジ

ケータ をオン／オフ し ます。

  このページの各構成ボタ ンについ

ては、 ツールのヒ ン ト をご利用い

ただけます。

View & Modify Configurationタ ブの選択

ステ ッ プ 注記

注記
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Web Control SAタ ブへのア クセス

こ のタブを選択する こ と によ り 、 測定器をWebサーバ経由で表示、 制御、 対話する こ と

ができ ます。

ステ ッ プ 注記

1 Controlを ク リ ッ ク し ます。 パスワー ド入力ダイアログが表示されます。

デフ ォル ト では、 このパスワー ドは 「agilent」 と工場設

定されています。 このパスワー ド は、 後で変更する こ

と もできます。 （パスワー ド を変更するには、 測定器の

フ ロ ン ト ・ パネルのSystem、 I/O、 Config、 Reset Web 
Passwordを押し ます）。

正し いパスワー ド を入力する と、 測定器制御用のWeb
ページが表示されます。

  測定器の画面を表示するには、 測

定器のアプ リ ケーシ ョ ン を実行す

る必要があ り ます。

2 Display Front Panel Keysを ク リ ッ ク 

し ます。

仮想キーボー ド が起動するので、 測定器の制御に使用

できます。

注記
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Get Dataタ ブの選択

Get Dataタブを選択する こ と によ り 、 測定器の現在ア ク テ ィ ブ状態にあ る測定の結果を 

捕捉する こ と ができ ます。 実行中の測定のタ イプに応じ て、 捕捉結果は ト レース ・ デー 

タか測定結果で構成されます。

キ ャプチャ ・データはCSV (Comma Separated Value) フ ァ イル と し てフ ォーマ ッ ト され    

る ため、 ク ラ イ アン ト ・ コ ン ピ ュータのハード デ ィ ス ク に保存し た り 、 Microsoft Excel 
などのスプレ ッ ド シー ト ・ アプ リ ケーシ ョ ン を使って開いた り 、 Microsoft Accessなど 

のデータベース ・ アプ リ ケーシ ョ ンにイ ンポー ト する こ と もでき ます。

ステ ッ プ 注記

注記
データ をWebサーバを使って捕捉するには、 測定器のアプ リ ケーシ ョ ンを

実行する必要があ り ます。
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代表的なデータ捕捉用のWebページ画面を以下に示し ます。

現在実行中の測定が選択し た結果タ イプに対応し ていない場合は、 このWebページには

次のよ う に表示されます。

Get Imageタ ブの選択

Get Imageタブを選択する と、 測定器の画面が捕捉されます。

イ メ ージはPNG (Portable Network Graphics) フ ァ イル と し てデフ ォル ト ・ フ ァ イル名    

Screen.pngに捕捉されます。 画像フ ァ イルは、 ク ラ イ アン ト ・ コ ン ピ ュータ のハー ド 

デ ィ ス ク に保存し た り 、 Windowsのク リ ッ プボード にコ ピーする こ と ができ ます。

注記
画面イ メ ージ をWebサーバを使っ て捕捉するには、 測定器のアプ リ ケー

シ ョ ンを実行する必要があ り ます。
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代表的なス ク リ ーン ・ キ ャプチャ ・ イ メ ージを以下に示し ます。
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SCPI Talentタ ブの選択

SCPI Telnet タ ブを選択する と、 測定器 と ク ラ イ ア ン ト ・ コ ン ピ ュータ と の間でTelnet 
セ ッ シ ョ ンが開始し ます。 SCPIア ク セス用の測定器のTCP/IPポー ト は5023です。

注記
SCPI Telnetセ ッ シ ョ ンを実行するには、 測定器のアプ リ ケーシ ョ ンを実行す 

る必要があり ます。

ステ ッ プ 注記

1 SCPI Talentを ク リ ッ ク し ます。 パスワー ド入力ダイアログが表示されます。

デフ ォル ト では、 このパスワー ドは 「agilent」 と工場設

定されています。 このパスワー ドは、 後で変更する こ と

もできます。 

2 パスワー ド を変更するには、 測定

器の フ ロ ン ト ・ パネルのSystem、

I/O、Config、Reset Web Passwordを  

押し ます。

正しいパスワー ド を入力する と、接続ウ ィ ン ド ウが表示

されます。
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3 SCPI Talent Sessionを ク リ ッ ク し 

ます。

Talentコマン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン タ フ ェースが表示され 

ます。

4 コ マン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン タ フ ェ ー

スを使用し て、 SCPI コ マン ド や問

合せを入力する こ とができます。 

5 Telnet セ ッ シ ョ ンを終了するには、

ク ラ イ ア ン ト ・ コ ン ピ ュ ー タ の

キーボー ドのCtrl＋]を押し ます。

ステ ッ プ 注記
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Helpタ ブの選択

Helpタブを選択する と、 以下のよ う に、 他の各タブに関する基本的なヘルプ情報 と性能

に関する ヒ ン ト が表示されます。
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表示およびウ ィ ン ド ウのキャ プチャ／プ リ ン ト

こ の機能を使用するには、 外部キーボード と マウ スが必要です。

デスク ト ッ プの保存 ： 

現在のア ク テ ィ ブ ・ ウ ィ ン ド ウの保存 ： 

ステ ッ プ 注記

1 外部キーボー ドのPrint Screenを押し 

ます。

デス ク ト ッ プがキ ャ プ チ ャ さ れ、 Windowsの ク

リ ッ プボー ド に保存されます。

2 Microsoft Paintなどのグラ フ ィ ッ ク・ソ 

フ ト ウ ェ ア ・ プログラムを開きます。

3 ク リ ッ プボー ド の内容を プ ロ グ ラ ム

に貼り付けます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト Ctrl＋vは、 ク リ ッ プ

ボー ドの内容を貼り付けます。

4 イ メ ージを フ ァ イルに保存し ます。

ステ ッ プ 注記

1 キャ プチャするウ ィ ン ド ウを ク リ ッ ク 

し ます。

ク リ ッ ク し たウ ィ ン ド ウがアク テ ィ ブにな り ます。

2 外部キーボー ドのAlt＋Print Screenを 

押し ます。

ウ ィ ン ド ウがキャ プチャ され、 Windowsのク リ ッ

プボー ド に保存されます。

3 Microsoft Paintなどのグラ フ ィ ッ ク・ソ 

フ ト ウェ ア ・ プログラムを開きます。

4 ク リ ッ プボー ド の内容を プ ロ グ ラ ム

に貼り付けます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト Ctrl＋vは、 ク リ ッ プ

ボー ドの内容を貼り付けます。

5 イ メ ージを フ ァ イルに保存し ます。
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Windowsのシ ョ ー ト カ ッ ト およびその他のタ スク

こ のセ ク シ ョ ンでは、 マウ スやキーボード が接続されていない測定器を操作する場合に

有用なWindowsのシ ョ ー ト カ ッ ト （キーの組み合わせ） を リ ス ト し ます。 （「マウ スがな

い場合のWindowsの移動」 （74ページ） も参照し て く だ さい）。 これらのシ ョ ー ト カ ッ ト  

はすべてのWindows XPシステムで使用でき ますが、 通常は、 マウ スやキーボー ド が接 

続されている場合には使用されません。

Windowsのシ ョ ー ト カ ッ ト （キーの組み合わせ）

マウ スやキーボード が接続されていない測定器を使用する場合は、 以下のフ ロ ン ト パネ

ル・キーの組み合わせを用いて、基本的なWindowsのタ ス ク を実行する こ と ができ ます。

Windowsのシ ョ ー ト カ ッ ト ・ キーの組み合わせ

以下のタ スク を行う には ： 以下を押し ます ：

Windowsのス ター ト ・ メ ニューを表示する Ctrl＋Esc

すべてのオープン ・ アプ リ ケーシ ョ ンを順次切り替える Alt＋Tab

メ ニュー ・ バーの 初のメ ニューを選択する Alt 　

メ ニューの見出し内を順次移動する 左向き矢印、 右向き矢印

メ ニュー （ド ロ ッ プダウン） を開 く 下向き矢印

展開メ ニュー内の項目を順次移動する 上向き矢印、 下向き矢印

現在のメ ニュー選択を閉じ る Esc 　

現在のメ ニュー ・ バー選択をキャ ンセルする Alt 　

ア プ リ ケーシ ョ ンの コ ン ト ロール ・ メ ニ ュ ー （通常は、 メ

ニュー・バーの左端のメ ニューで、フ ァ イルで始まる） を開 く
Alt＋Select

ダイアログで ： タ ブ間を移動する Ctrl＋Tab

ダイアログで ： ダイアログ ・ ボッ クスの項目内を順方向に移 

動する
Tab 　

ダイアログで ： ダイアログ ・ ボッ クスの項目内を逆方向に移 

動する
Shift＋Tab

ダイアログで ： リ ス ト ・ ボ ッ クスを開 く Alt＋下向き矢印

ダイアログ ・ リ ス ト ・ ボ ッ クスまたはチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスで ：

項目を選択する／選択を解除する
Select 　

ダイアログ ・ リ ス ト ・ ボ ッ クスまたはチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスで ：

一度に1つの項目を選択する／選択を解除する
Shift＋上向き矢印、 Shift＋下向き矢印

マイ コンピュータで、 選択し たフ ォルダの階層を表示する Enter 　

マイ コンピュータで、現在のフ ォルダの1つ上のレベルのフ ォ

ルダを開 く
Bk Sp 　
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マウス／キーボー ド を使わないアプ リ ケーシ ョ ン ・ メ ニュー移動

こ の例ではMicrosoft Excelを使用し ていますが、 同様の一連の操作を実行する こ と によ 

て、 任意のアプ リ ケーシ ョ ンの任意の メ ニュー項目を選択／実行する こ と ができ ます。

以下に示す メ ニ ュー ・ バーの書式 メ ニ ューから シー ト > 名前の変更オプシ ョ ンを選択／ 

実行するには、

以下の操作を実行し ます。

Windowsのタ スクバーのauto-hide機能

測定器のアプ リ ケーシ ョ ン を使用する場合は、 Windowsの タ ス ク バーは常にauto-hide
モー ド でなければな り ません。 タ ス ク バーがauto-hideモー ド に設定さ れていない場合 

は、 測定器の画面の下側部分がタ ス クバーで覆い隠されて し まいます。 

ステ ッ プ 注記

1 Altを押し て、 メ ニュー ・ バーのフ ァ イルメ ニューを 

選択し ます。

該当するウ ィ ン ド ウを フ ォーカ ス し

ます。

2 右向き矢印キーと左向き矢印キーを使用し て、書式メ

ニューに横移動し ます。

3 下向き矢印を押し て、 書式メ ニューを階層表示し ます。

4 下向き矢印キー と上向き矢印キーを使用し て、 シー

ト ・ メ ニュー項目に縦移動し ます。

5 右向き矢印キーを押し て、 シー ト ・サブ メ ニューを階

層表示し ます。

名前の変更サブ メ ニ ュー項目がすで

に選択されているよ う に見えます。同

じ サブ メ ニ ュ ーの別の項目を選択す

るには、下向き矢印キーと上向き矢印

キーを使用し て、目的の項目に縦移動

し ます。

6 Enterを押し て、 選択し た動作を実行し ます。
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マ ウ ス を測定器に接続し てい る場合は、 故意であ ろ う と 偶発的であ ろ う と 、 マ ウ スの

カーソルを画面の下部に移動する と、 タ ス クバーが自動的に表示されます。 タ ス クバー 

がauto-hideモード にあ る場合は、 マウ スのカーソルを画面の下部から遠ざける と、 タ ス

クバーは再び消えます。

Windowsのタ ス ク バーをauto-hideモー ド に設定し て し ま った場合はいつで も、 以下の

手順を実行する こ と によ って、 auto-hide動作を復元する こ と ができ ます。

タ スクバーのauto-hideモー ドの復元

ステ ッ プ 注記

1 ス ター ト  > コ ン ト ロールパネルを ク リ ッ ク 

し ます。

マウスを使用し ていない場合は、 Ctrl＋Escを

押し ます。

2 ク ラシ ッ ク表示では、 タ スクバーと  [ス ター 

ト ] メ ニューを ク リ ッ クするか、  
または、

カテゴ リ表示では、 デスク ト ッ プの表示と 

テーマ、 タ スクバーと  [ス ター ト ] メ ニュー 

を ク リ ッ ク し ます。

マウスを使用し ていない場合は、「Windowsの

シ ョ ー ト カ ッ ト （キーの組み合わせ） 」 （104
ペ ー ジ） の セ ク シ ョ ン に 指定 さ れ て い る

シ ョ ー ト カ ッ ト ・ キーの組み合わせを使用し

て、 これらの選択を実行し ます。

3 タ スクバータ ブを ク リ ッ ク し ます。 タ ス クバー と  [ ス タ ー ト ] メ ニ ュ ーのプ ロパ  

テ ィ ・ ダイアログが表示されます。

4 タ スクバーを自動的に隠すチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク

スを選択し ます。

マウスを使用し ていない場合は、 auto-hideオ

プシ ョ ンが選択されるまでTab を繰 り 返し押

し、 Select を押し て、 チ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク スの

状態を切り替えます。
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Windowsス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダ

Windows XPシステムには必ず、 ス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダ と 呼ばれる専用フ ォルダが 

あ り ます。 プロ グ ラ ムやプロ グ ラ ムへのシ ョ ー ト カ ッ ト がス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダに 

入れられている場合は （Windowsまたはサード パーテ ィ ・ アプ リ ケーシ ョ ンによ って）、

Windowsが リ ス ター ト される たびに、 そのプロ グ ラ ムは自動的に実行されます。 

Agilentが 初に測定器を設定し た場合は、適切なアプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アやサ

ポー ト されているプロ グ ラ ムへのシ ョ ー ト カ ッ ト はス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダ内にあ り

ます。 ス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダの内容は、 本体 と同時に購入されたオプシ ョ ンによ っ 

て異な り ます。 

ス ター ト ア ッ プ・ フ ォルダの内容を表示するには、以下のいずれかの手順を実行し ます。

• ス ター ト 、 すべてのプロ グ ラ ムを ク リ ッ ク し、 ス ター ト ア ッ プを選択するか、  
または、

• ス ター ト 、 マ イ コ ンピ ュータ を ク リ ッ ク し、 次のフ ォルダに移動し ます ： 

C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programs\Startup。 

ロ グオン中のユーザの対応する ス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダには、 追加ス ター ト ア ッ プ ・

ア イ テ ム も 表示 さ れ ま す。 例 え ば、 管理者ユーザの ス タ ー ト ア ッ プ ・ フ ォ ル ダ は

C:\Documents and Settings\administrator\Start Menu\Programs\Startupです。

5 OKを ク リ ッ ク し ます。 変更が適用され、 ダイアログ ・ ボ ッ クスが閉

じ ます。

タ スクバーのauto-hideモー ドの復元

ステ ッ プ 注記

重要 ス ター ト ア ッ プ ・ フ ォルダ内にあるアイテムは絶対に削除し た り、 ス ター

ト ア ッ プ ・ フ ォルダから別のフ ォルダに移動し ないで く だ さい。 ス ター ト  

ア ッ プ ・ フ ォルダ内のアイテムを削除／移動する と、 Windowsのリ ス ター

ト 時にアプ リ ケーシ ョ ンが自動的に起動し なかった り、測定器を使用し て

いる場合は特定のオプシ ョ ンが使用できな く なる場合があ り ます。
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Agilent Xシ リーズ ・ シグナル ・ アナラ イザ

入門ガイ ド
5
ト ラ ブルシューテ ィ ング 

「基本的なチェ ッ ク」 （110ページ）

「Microsoft Windows XP関連の問題」 （112ページ）

「サービ スのためのアナラ イザの返送」 （113ページ）

警告
本器内部にはオペレー タ によ るサービスが可能な部分はあ り ません。 サー 

ビスはサービスマンに依頼し て く だ さい。 感電事故を防ぐため、 カバーは外 

さ ないで く だ さい。
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基本的なチ ェ ッ ク

o コ ンセン ト に電力が供給されていますか? 

o アナラ イ ザはオンになっていま すか? 電源ス イ ッ チの隣の緑のLEDが点灯し ている か 

ど う か確認し て く ださ い。 また、アナラ イザ内部の冷却フ ァ ンが動作し ているかど う  

かを動作音で確認し て く ださ い。 

o 他の機器、 ケーブル、 コネ ク タ をシグナル ・ アナラ イザ と と もに使用し ている場合、

それらが正し く 接続され、 正し く 動作し ている こ と を確認し て く だ さい。 

o 測定アプ リ ケーシ ョ ンは動作し ていますか? 動作し ていない場合は、デス ク ト ッ プ上 

に ソ フ ト ウ ェ ア起動シ ョ ー ト カ ッ ト ／ア イ コ ンがあ り ます。

o 測定器アプ リ ケーシ ョ ンがフ ォーカ ス されていますか? （すなわち、青いウ ィ ン ド ウ ・

バナーが強調表示されていますか?） フ ォーカス されていない場合は、 Alt-Tabを使用 

し てアプ リ ケーシ ョ ンにフ ォーカ ス を移動し ます。

o 問題が初めて起き た と きに実行し ていた測定手順を見直し て く だ さ い。 すべての設

定が正しいですか? 

o アナラ イ ザが期待通 り に動作し ない場合は、Mode Presetを押し てアナラ イザを既知 

の状態に戻し て く ださ い。

o 実行中の測定 と 、 予期される結果は、 アナラ イザの仕様 と能力の範囲内ですか? アナ 

ラ イザの仕様ガイ ド を参照し て く だ さい。 技術マニ ュ アルのpdfフ ァ イルは、 測定器 

(C:\Program Files\Agilent\SignalAnalysis\Infrastructure\Help\files)、 測定器に付 

属のマニ ュ アルCD、 以下のAgilentのWebサイ ト で提供されています。  

http://www.agilent.com/find/pxa_manuals

http://www.agilent.com/find/mxa_manuals

http://www.agilent.com/find/exa_manuals

http://www.agilent.com/find/cxa_manuals

o アナラ イザがLAN接続経由で通信し ない場合は、 リ ア ・ パネルのLAN コネ ク タに黄

色 く 点滅 し てい る LED がないか確認 し ま す。 ACT LEDが点滅 し ていない場合は、  

LANケーブル と LANの完全性を確認し ます。

o 仕様を満たすには、 アナラ イザを調整する必要があ り ます。 Auto Align (On) 機能を   

選択するか （System、 Alignments、 Auto Align、 Normalを押す）、 アナラ イザを手 

動で調整する必要があ り ます。 

注記
アナラ イザの設定の中には、 プ リ セ ッ ト の影響を受けないものもあり ます。

アナラ イザの設定を リ セ ッ ト するには、 System、 Power On、 Restore Power  
On Defaultsを押し ます。
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o ア ラ イ メ ン ト を実行し ます。 System、 Alignments、 Align Now、 Allを押し ます。 

o 以前にアラ イ メ ン ト を実行し て も問題が解決し なかった場合は、System、Alignments、

Restore Align Defaultsを押し ます。 System、 Alignments、 Align Now、 Allを押し   

ます。

o アナラ イザにエラー ・ メ ッ セージが表示されていますか? 表示されている場合は、 

『Instrument Messages Guide』 を参照し て く だ さい。

o 外部周波数基準は選択 さ れてい る も のの、 使用で き ないのか ど う か確認 し ます。

Input/Output、 Freq Ref In を 押す こ と に よ っ て選択 さ れ て い る か確認 し ま す。  

Externalを選択し た場合は、設定をSenseに変更する こ と によ って、 アナラ イザは外

部基準の存在を感知し、使用可能な場合に限って外部基準を使用し ます。 外部基準の 

周波数が正し く 設定されていなければな り ません。

o 測定器のアプ リ ケーシ ョ ン以外に Windows プロ グ ラ ムを使用し ている場合は、 動作

が遅い こ と に気が付 く 場合があ り ます。 測定器のアプ リ ケーシ ョ ン をシングル掃引 

／測定モード にし ます。

ヒ ン ト シグナル ・ アナラ イザのAgilent電子計測UPDATEサービスに登録する と、 新

フ ァ ームウ ェ アのリ リ ースやその他の製品ア ッ プデー ト ／情報を電子 メ ー

ルで受け取る こ とができます。 次のURLを参照し て く だ さい。 

http://agilent.co.jp/find/notifyme
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Microsoft Windows XP関連の問題

Microsoft Windows XPオペレーテ ィ ング ・ システムの設定は、 適な性能が得られる よ  

う に 適化されています。 これらの設定を変更する と、 測定器の性能や測定ス ピー ド が 

低下するおそれがあ り ます。 安全に変更でき る設定については、 「変更でき る設定」 （53
ページ） を参照し て く だ さい。

Xシ リ ーズ ・ シグナル ・ アナラ イザはオープンなWindows環境で動作するので、 ソ フ ト

ウ ェ アを イ ン ス ト ールする こ と が可能です。 ただし、 許可されていない ソ フ ト ウ ェ アを 

イ ン ス ト ールする と 、 測定器の性能に影響が及ぶ可能性があ り ます。 Agilentでは、 許可 

されていないソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし た場合の性能は保証し ません。
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サービスのためのアナラ イザの返送

Agilentへの連絡 

Agilentの営業所は世界中にあ り 、アナラ イザに関する あ ら ゆるサポー ト を提供し ていま

す。 サービ ス情報の入手／交換用部品のオーダについては、 計測お客様窓口までお問い 

合わせ く だ さい （以下の リ ス ト を参照） 。 お問い合わせの際には、 アナラ イザの製品番 

号、 シ リ アル番号、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ リ ビジ ョ ンをお知らせ く だ さい。 

System、 Show、 Systemを押すと、 製品番号、 シ リ アル番号、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ リ ビジ ョ

ン情報がアナラ イザの画面上に表示されます。 シ リ アル番号のラベルはアナラ イザの リ  

ア ・ パネルにも貼付されれています。

Agilent Technologiesの所在地

オン ラ イ ン ・ アシス タ ンス ： http://www.agilent.co.jp/find/assist

ア メ リ カ

カナダ 
1 877 894 4414

中南米 
(305) 269 7500

米国 
1 800 829 4444

アジア太平洋地域

オース ト ラ リ ア 
1 800 629 485

中国 
800 810 0189

香港 
800 938 693

イ ン ド 
1 800 112 929

日本 
0 120 (421) 345

韓国 
080 769 0800

マレーシア 
1 800 888 848

シンガポール 
1 800 375 8100

台湾 
0800 047 866

タ イ 
1 800226 008

欧州／中東

オース ト リ ア 
43 (0) 1 360 277 1571

ベルギー 
32 (0) 2 404 93 40

デンマーク 
45 70 13 15 15

フ ィ ン ラ ン ド 
358 (0) 10 855 2100

フ ラ ンス 
0825 010 700* 
*0.125ユーロ／分

ド イ ツ 
49 (0) 7031 464 6333

アイルラ ン ド 
1890 924 204

イスラエル 
972-3-9288-504/544

イ タ リ ア 
39 02 92 60 8484

オラ ンダ 
31 (0) 20 547 2111

スペイ ン 
34 (91) 631 3300

スウ ェーデン 
0200-88 22 55

スイス 
0800 80 53 53

英国 
44 (0) 118 9276201

その他の欧州諸国 ： http://www.agilent.co.jp/find/contactus
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保証の確認 

アナラ イザの保証については、『仕様ガイ ド』 の先頭に記載されています。 目を通し てそ 

の条件を理解し ておいて く だ さい。 

アナラ イザが個別の保守契約の対象と なっている場合は、 その条件を理解し ておいて く

ださい。 

サービス ・ オプシ ョ ン  

Agilentでは、保証期間終了後にアナラ イザのサービ ス を行 う ためのオプシ ョ ンの メ ンテ

ナン ス ・ プラ ンを何種類か用意し ています。 詳細については計測お客様窓口までお問い 

合わせ く だ さい。 

保証期間終了後に自分でアナラ イザのサービ ス を行いたい場合は、 テス ト と メ ンテナン

スに関する必要な情報を記載し たサービ ス ・ ド キ ュ メ ン ト を購入でき ます。 

サービ ス ・ ド キ ュ メ ン ト は、 計測お客様窓口にオプシ ョ ン0BW （アセンブ リ ・ レベル ・

ト ラブルシ ューテ ィ ング情報） と し てオーダ し て く だ さい。

サービス ・ タグ

サービ スのためにアナラ イザをAgilentに返送する場合、こ の章の末尾にあ る青色のサー

ビ ス ・ タ グに記入し て添付し て く だ さい。 問題についてでき るだけ具体的に記入し て く  

だ さい。 画面に表示されたエ ラー ・ メ ッ セージを記録し たか、 フ ァ ン ク シ ョ ン ・ テス ト  

を実行し たか、 その他アナラ イザの性能に関する具体的なデータがあ る場合は、 その情

報のコ ピーを添付し て く ださ い。 以下に、 タ グの例を示し ます。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング 5
測定器の梱包

納品時の梱包または同等の梱包を使用し て く だ さい。 出荷時の梱包材料があれば、 それ

で機器を梱包し て く だ さい。

アナラ イザの梱包には、 以下のよ う な市販の梱包材料を使用でき ます。

注意
指定の梱包材料以外のものを使用する と、 アナラ イザが損傷するおそれが

あ り ます。 梱包材料と し て、 スチレン ・ ペレ ッ ト はどのよ う な形のものでも 

使用し ないで く だ さい。 機器の緩衝用にも、カー ト ンの中での移動を防ぐた 

めにも役に立ちません。 静電気を発生し た り、アナラ イザの放熱口に入り込 

んで通気を妨害し た り し て、 機器の損傷を招 く 恐れがあ り ます。 

ステ ッ プ 注記

1 記入し たサービス ・ タグをアナラ イ

ザに添付する

2 静電気による損傷を防ぐため、 アナ

ラ イザを静電気防止シー ト で包む

3 強度の高い輸送用 カ ー ト ン を使用

する 
カー ト ンには、 アナラ イザを収めるのに十分な大き さ

と強度が必要です。 159 kgの破裂強度を持つ2重壁の段  

ボール箱を使えば十分です。 アナラ イザの全面に梱包 

材のための空間が8～10 cm以上必要です。 

4 機器を8～10 cmの厚さの梱包材で く  

るみ、 機器がカー ト ン内で移動し な

いよ う にする

梱包用の発泡材がない場合は、 プ ラ スチ ッ クのバブル

包装材を代わり に使用し て く だ さ い。 プ ラ スチ ッ クの 

バブル包装材は、 約3 cmの気泡で満た さ れた プ ラ ス 

チ ッ クのシー ト のよ う な ものです。 静電気を防止する 

ピ ン ク色のバブル材を使用し て く だ さ い。 機器を この 

材料で何重かに く るめば、 機器の保護と、 機器がカー

ト ン内で移動し ないよ う にするために十分です。 

5 輸送用カー ト ンを丈夫なナイ ロン製

の粘着テープで し っかり封止する

6 輸送用コ ンテナに壊れ物、 取扱い注

意と表示する 

7 輸送伝票のコ ピーを保存し てお く  
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